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春号の表紙 

大子町
「全方位、アウトドア。自然基地大子町」
その名のとおり、大自然に囲まれた大子町には、
アウトドアを楽しむ場所が数多くあります。
そのアクティビティすべてが遊び心を魅了します。
自然にふれて、自然とつながる。
自然の中に身を置き、この場所でしか体験できな
い、最高のアウトドア体験を。
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魅
力
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で

　
　

新
し
い
ま
ち
の
景
色
を
創
り

　
　
　

未
来
へ
つ
な
ぐ　

D
A
I
G
O

大子町長

高 梨  哲 彦

大
子
町
は
、
茨
城
県
の
最
北
西
端
に

位
置
し
、
茨
城
県
の
最
高
峰
で
あ
る
八

溝
山
を
背
景
に
、
日
本
三
名
瀑
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ

た
袋
田
の
滝
を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い

自
然
資
源
を
有
す
る
と
と
も
に
、
米
、

り
ん
ご
、
鮎
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
お
茶
な

ど
大
地
の
恵
み
の
豊
か
な
山
紫
水
明
の

里
で
ご
ざ
い
ま
す
。

高
齢
化
率
の
高
い
当
町
は
「
健
康
と

長
寿
」
に
お
い
て
第
3
の
公
共
交
通
の

さ
き
が
け
と
な
る
A
I
乗
合
タ
ク
シ
ー

事
業
に
加
え
、
医
師
確
保
と
医
療
機
関

の
負
担
軽
減
、
医
療
体
制
の
充
実
を
促

進
す
る
目
的
で
医
師
修
学
資
金
賃
与
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

町
民
の
皆
様
の
健
康
増
進
及
び
フ
ォ
レ

ス
パ
大
子
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

令
和
4
年
7
月
に
大
子
町
初
の
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
「
フ
ォ
レ
ス
ポ
」
を
、
フ
ォ
レ

ス
パ
大
子
内
に
整
備
し
運
営
を
開
始
し

ま
し
た
。
介
護
予
防
か
ら
競
技
力
向

上
ま
で
対
応
し
た
機
器
を
整
備
し
、
幅

広
い
層
の
世
代
の
方
に
向
け
た
施
設
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
で
は
、
大
子
町
国
民
健
康
保
険
保

健
事
業
総
合
計
画
（
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
、
第
4
期
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
）
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣

病
重
症
化
予
防
、
特
定
健
康
診
査
受
診

率
及
び
特
定
保
健
指
導
率
の
向
上
、
重

複
服
薬
者
へ
の
対
応
を
重
点
課
題
と

し
、
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
大
子
町
は
、
国
や
茨
城
県
と
比

べ
て
加
入
率
が
高
く
、
ま
た
、
加
入
者

の
半
数
以
上
が
65
歳
以
上
と
い
う
状
態

で
す
が
、
医
療
費
の
適
正
化
と
健
康
寿

命
の
延
伸
を
両
立
す
る
た
め
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
は
高
い
も
の
の
マ
イ
ナ
保
険
証
登

録
は
あ
ま
り
高
く
な
い
こ
と
か
ら
、
令

和
6
年
12
月
か
ら
の
被
保
険
者
証
の
改

正
の
た
め
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
、

メ
リ
ッ
ト
の
多
い
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

積
極
的
な
移
行
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。国

民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
な
運

営
と
被
保
険
者
の
健
康
増
進
事
業
の
推

進
・
健
康
の
維
持
を
目
指
し
、
茨
城
県

及
び
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
と
連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

巻頭言
foreword
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提案総括表
報告事項
報告第  1号  役員の退任について
　　〔専決事項：令和 5年第 4回理事会（書面審議）：令和 5年 10月 25日可決〕
報告第  2号  令和 5年度茨城県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算補正につ

いて
　　〔専決事項：令和 6年第 1回理事会（書面審議）：令和 6年 2月 5日可決〕
報告第  3号  令和 5年度茨城県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算補正について
報告第  4 号  令和 5年度茨城県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算補正につ

いて
報告第  5号  令和 5年度茨城県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算補正について

議決事項
議案第  1号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会事業計画について
議案第  2号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会負担金・手数料及び委託料について
議案第  3号  茨城県国民健康保険団体連合会財政調整基金積立資産の処分について
議案第  4 号  茨城県国民健康保険団体連合会減価償却引当資産の処分について
議案第  5号  茨城県国民健康保険団体連合会電算処理システム導入作業経費積立資産の処分について
議案第  6 号  茨城県国民健康保険団体連合会 ICT等を活用した審査支払業務等の高度化・効率化のための積立資産

の処分について
議案第  7 号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算について
議案第  8 号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算について
議案第  9 号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算について
議案第 10号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計歳入歳出予算に

ついて
議案第 11号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会妊婦・乳児健康診査委託料審査支払事業特別会歳入歳出予算

について
議案第 12号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算について
議案第 13号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算について
議案第 14号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務処理業務特別会計歳入歳出予算

について
議案第 15号  令和 6年度茨城県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳出予算について
議案第 16号  令和 6年度一時借入金及びその限度額について
議案第 17号  役員の補充選任について

　令和 6年第 1回通常総会が 2月 28 日（水）に、茨城県市町村会館「大
会議室」で開催され、小田川理事長のあいさつに続き、来賓の茨城県
保健医療部長 森川博司氏からあいさついただいた。その後、小田川理
事長が議長を務め議事に入り、報告事項では、令和 5年度各会計歳入
歳出予算補正など 5件について報告、議決事項では、令和 6年度事業
計画及び各会計歳入歳出予算など 17 件を上程し、慎重なる審議の結果、
全議案とも原案通り可決承認された。

令和6年度事業計画等原案通り可決

森川県保健
医療部長

小田川理事長
（つくばみらい市長）

令和 6年第 1回通常総会　開催
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【
基
本
方
針
】

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
制
度
創
設
以
来
、
我
が

国
の
国
民
皆
保
険
制
度
の
中
核
を
担
い
、
地
域
医

療
の
確
保
や
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
、

福
祉
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
新
た
な
国
保
制
度
が
施
行
さ

れ
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、

現
在
、
概
ね
順
調
に
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
な
お
、
人
口
減
少
や
被
用
者
保

険
の
適
用
拡
大
に
よ
り
被
保
険
者
は
減
少
を
続

け
、
ま
た
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
に
よ
り
医
療
費

の
増
嵩
が
今
後
も
進
む
こ
と
か
ら
、
財
政
運
営
の

一
層
の
安
定
化
・
健
全
化
や
業
務
処
理
の
標
準
化
・

共
同
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ら
の
直
面
す
る
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
5

月
に
「
医
療
保
険
制
度
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運

営
を
図
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
を
公
布
し
、
国
保
連
合
会
に
係
る
重

要
事
項
な
ど
が
規
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
審
査
支

払
機
関
の
在
り
方
等
に
関
し
て
も
、
審
査
支
払
機

関
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
令
和
3
年
3
月
に

厚
生
労
働
省
、
支
払
基
金
及
び
国
保
中
央
会
で
策

定
し
た
「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」

な
ど
が
公
表
さ
れ
た
。

　

本
会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
実
施
、
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
、
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
K
D
B
）
シ
ス
テ
ム
利
活
用
を
促
進

す
る
た
め
の
研
修
会
の
開
催
等
、
さ
ら
に
は
、
第

三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事
務
の
取
り
組
み
な

ど
、
積
極
的
に
保
険
者
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
も
含
め
た
取
り
組
み
と

し
て
も
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

2
0
2
5
年
を
目
途
に
、
重
度
な
要
介
護
状
態

と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
積
極
的
に

そ
の
構
築
に
向
け
た
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

　

一
方
、
基
幹
と
な
る
審
査
支
払
業
務
に
関
し
て

は
、「
審
査
結
果
の
不
合
理
な
差
異
の
解
消
」
及

び
「
支
払
基
金
と
国
保
中
央
会
・
国
保
連
合
会
の

シ
ス
テ
ム
の
整
合
的
か
つ
効
率
的
な
在
り
方
」
の

実
現
に
向
け
、
全
国
の
国
保
連
合
会
及
び
国
保
中

央
会
と
連
携
し
て
、
審
査
基
準
の
統
一
化
に
向
け

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
拡
充
を
図
る

こ
と
に
よ
る
審
査
業
務
の
適
正
化
・
効
率
化
を
図

る
と
と
も
に
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
等
の
ク
ラ
ウ

ド
化
や
支
払
基
金
と
の
受
付
領
域
の
共
同
利
用
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
保

険
者
の
共
同
体
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
十
分
認

識
し
、
効
果
的
・
効
率
的
な
事
務
執
行
に
努
め
、

保
険
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
国
保
連
合
会
を
目
指

し
、
次
の
事
項
を
重
点
に
事
業
を
実
施
す
る
。

【
重
点
事
項
】

1 

．
審
査
支
払
業
務
の
効
率
化
・
高
度
化
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等

2
．
保
険
者
支
援
の
拡
充

3
．
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進
等

4
．
会
務
運
営
の
健
全
化
等

【
主
た
る
事
業
の
概
要
】

1　

会
務
運
営
に
関
す
る
事
業

⑴　

総　

会 

⑵　

正
副
理
事
長
会
議

⑶　

理
事
会 

⑷　

監
事
監
査
・
出
納
検
査 

⑸　

外
部
監
査

⑹　

経
営
計
画
推
進
委
員
会

2　

診
療
報
酬
等
審
査
支
払
事
業

　

 　

保
険
者
及
び
広
域
連
合
か
ら
国
民
健
康
保
険

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
診
療
報
酬
等
審
査
支

払
に
係
る
事
務
を
受
託
し
、
適
正
か
つ
円
滑
に

遂
行
す
る
と
と
も
に
、
審
査
の
効
率
的
運
用
と

精
度
向
上
を
図
る
た
め
、
レ
セ
プ
ト
審
査
支
援

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
を

最
大
限
に
活
用
す
る
。

○
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
業
務

　

① 

診
療
報
酬
審
査
委
員
会

　

②
柔
道
整
復
師
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

　

③ 

は
り
師
、
き
ゅ
う
師
及
び
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
審
査
委
員

会

　

④
一
般
療
養
費
審
査
委
員
会

　

⑤ 

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
（
審
査
支
払
系
）
の
運

用
管
理

　

⑥ 

後
期
高
齢
者
医
療
請
求
支
払
シ
ス
テ
ム
の
運

用
管
理

　

⑦ 

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム
の
運

用
管
理

　

⑧ 
レ
セ
プ
ト
審
査
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

　

⑨ 

出
産
育
児
一
時
金
の
医
療
機
関
へ
の
直
接
支

払
業
務

　

⑩
風
し
ん
追
加
的
対
策
に
係
る
請
求
及
び
支
払

　

⑪ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係

る
請
求
及
び
支
払

3 　

妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
委
託
料
審
査
支
払
事

業

　

 　

母
子
保
健
法
に
基
づ
く
妊
婦
・
乳
児
健
康
診

査
委
託
料
の
審
査
支
払
業
務
を
適
正
か
つ
円
滑

に
実
施
す
る
。

4　

介
護
保
険
事
業

　

 　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
費
の
審
査

支
払
業
務
、
保
険
者
の
介
護
給
付
適
正
化
事
業

の
支
援
及
び
苦
情
処
理
業
務
を
行
う
。

⑴　

審
査
支
払
業
務

　

①
介
護
給
付
費
の
審
査
及
び
支
払
業
務

　

②
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

　

③ 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
審

査
及
び
支
払
業
務

⑵　

苦
情
処
理
業
務

　

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

　

②
苦
情
・
相
談
業
務

⑶　

市
町
村
支
援
業
務

　

①
要
介
護
認
定
更
新
支
援
処
理

　

②
償
還
払
給
付
額
管
理
処
理

　

③
介
護
給
付
費
通
知
作
成
処
理

　

④
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
処
理

　

⑤ 

高
額
医
療
合
算
介
護
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ

ス
費
支
給
処
理

　

⑥ 

各
種
支
払
支
援
処
理

　

⑦
統
計
資
料
作
成
処
理

　

⑧ 

介
護
給
付
適
正
化
対
策
情
報
提
供
処
理

　

⑨
介
護
給
付
適
正
化
支
援
処
理

⑷ 　

年
金
か
ら
の
保
険
料
の
特
別
徴
収
経
由
機
関

業
務

　

 　

保
険
料
の
特
別
徴
収
に
必
要
な
デ
ー
タ
授
受

に
係
る
業
務

⑸　

会
議
等
の
開
催

　

①
介
護
保
険
連
絡
協
議
会

　

②
介
護
保
険
事
務
担
当
者
会
議

⑹　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
係
る
業
務

　

 　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
係
る
所
得
情
報

令
和
6
年
度
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業
計
画
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等
デ
ー
タ
提
供
に
関
す
る
事
務

5　

障
害
者
総
合
支
援
法
等
事
業

　

 　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
介
護
給

付
費
等
の
審
査
支
払
業
務
及
び
市
町
村
支
援
業

務
を
行
う
。

⑴　

審
査
支
払
業
務

　

 　

障
害
介
護
給
付
費
及
び
障
害
児
給
付
費
の
審

査
支
払

⑵　

市
町
村
支
援
業
務

　

①
給
付
実
績
交
換
処
理

　

②
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
等
支
給
処
理

　

③
各
種
支
払
支
援
処
理

　

④
独
自
助
成
支
払
処
理

　

⑤
統
計
資
料
作
成
処
理

⑶　

会
議
等
の
開
催

　
　

障
害
福
祉
事
務
担
当
者
説
明
会

6　

保
険
者
支
援
事
業

　

 　

保
険
者
に
お
け
る
医
療
費
適
正
化
に
資
す
る

た
め
、
レ
セ
プ
ト
二
次
点
検
業
務
を
受
託
す
る
。

7 　

第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事
務
共
同
処
理

業
務

　

 　

保
険
者
及
び
広
域
連
合
に
お
け
る
医
療
費
適

正
化
対
策
に
係
る
事
務
支
援
と
し
て
実
施
す

る
。

○
第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事
務

　

① 

第
三
者
行
為
求
償
事
務
研
修
会
（
茨
城
県
と

共
催
及
び
本
会
単
独
）

　

②
第
三
者
行
為
に
係
る
通
報
及
び
相
談

　

③ 

第
三
者
行
為
損
害
賠
償
額
の
請
求
（
加
害
者

直
接
請
求
分
を
含
む
）
及
び
受
領
に
関
す
る

事
務
（
国
保
・
後
期
高
齢
者
・
介
護
保
険
・

医
療
福
祉
及
び
指
定
公
費
）

　

④ 

求
償
事
務
処
理
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
保
険

者
等
と
協
議
し
、
求
償
事
務
共
同
処
理
業
務

の
充
実
強
化
を
図
る

　

⑤ 

支
部
事
業
（
求
償
事
務
研
修
会
等
）
へ
の
参

加

8　

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業

　

 　

保
険
者
及
び
広
域
連
合
に
お
け
る
国
保
、
後

期
高
齢
者
医
療
及
び
医
療
福
祉
費
等
に
係
る
事

務
の
電
算
処
理
を
行
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
電
算

処
理
シ
ス
テ
ム
の
安
定
運
用
に
努
め
る
。

⑴　

国
保
に
係
る
処
理
業
務

　

① 

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
（
共
同
電
算
処
理
）
の

運
用
管
理

　

②
電
子
帳
票
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理

　

③
資
格
・
給
付
確
認

　

④
共
同
処
理
関
係
帳
票
の
作
成

　

⑤ 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
関
係

帳
票
作
成

　

⑥
被
保
険
者
証
の
作
成

　

⑦
医
療
費
通
知
関
係
帳
票
の
作
成

　

⑧ 

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
利

用
差
額
通
知
書
の
作
成
及
び
作
成
支
援

　

⑨
介
護
給
付
適
正
化
医
療
給
付
デ
ー
タ
の
作
成

　

⑩ 

国
保
事
業
月
報
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用

管
理

　

⑪ 

そ
の
他
保
険
者
が
必
要
と
す
る
資
料
及
び

デ
ー
タ
の
作
成

⑵　

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
処
理
業
務

　

①
広
域
連
合
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理

　

②
レ
セ
プ
ト
資
格
確
認

　

③
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
等
各
種
デ
ー
タ
の
作
成

　

④
医
療
給
付
実
態
調
査
作
成

　

⑤
統
計
情
報
の
電
子
化

　

⑥ 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
・
葬
祭

費
支
給
申
請
書
入
力
業
務

　

⑦ 

高
齢
者
歯
科
健
康
診
査
委
託
料
審
査
支
払
及

び
結
果
入
力
業
務

　

⑧ 

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
K
D
B
）
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
デ
ー
タ
集
計
及
び
分
析
業
務

⑶　

医
療
福
祉
費
に
係
る
処
理
業
務

　

①
医
療
福
祉
費
受
給
者
の
資
格
・
給
付
確
認

　

②
共
同
処
理
関
係
帳
票
の
作
成

　

③ 

そ
の
他
市
町
村
が
必
要
と
す
る
資
料
及
び

デ
ー
タ
の
作
成

⑷ 　

国
保
事
業
費
納
付
金
等
算
定
標
準
シ
ス
テ
ム

及
び
国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
に
係
る
業
務

　

①
国
保
事
業
費
納
付
金
等
算
定
支
援
業
務

　

②
国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理

⑸ 　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
係
る

業
務

　

① 

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
係
る

業
務

　

② 

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
運
用

管
理

⑹　

会
議
等
の
開
催

　

① 

電
算
処
理
問
題
検
討
委
員
会
・
作
業
部
会

　

②
保
険
者
事
務
共
同
電
算
事
務
担
当
者
会
議

9　

事
業
振
興

　

 　

国
保
の
健
全
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
新
・
国
保
3
％
推
進
運
動
の
推
進
及
び
国

保
制
度
の
安
定
運
営
に
向
け
た
運
動
を
展
開
す

る
。

⑴　

国
保
振
興

　

① 

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
へ
の
参
加
・

陳
情
活
動

　

②
政
府
予
算
説
明
会
等
へ
の
参
加

⑵　

新
・
国
保
3
％
推
進
運
動
の
推
進

　

・
収
納
率
向
上
対
策

　

・
医
療
費
適
正
化
対
策

　

・
保
健
事
業
対
策

　

① 
国
保
事
業
充
実
強
化
推
進
委
員
会

　

② 

冊
子
「
統
計
で
わ
か
る
茨
城
の
国
保
の
状
況
」

の
作
成
・
配
布

　

③ 

保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
支
援
事
業
（
保

険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
）

　

④ 

保
険
料
（
税
）
適
正
算
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
試

算
シ
ス
テ
ム
）
の
活
用
促
進

　

⑤
関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整

⑶ 　

各
支
部
事
業
の
支
援
（
県
央
、
県
北
、
県
南
、

県
西
）

　

① 

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る

調
査
研
究

　

②
国
保
連
合
会
事
業
の
推
進
等

10　

保
健
事
業

　

 　

保
険
者
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
対
策
を
は
じ

め
と
し
た
健
康
増
進
及
び
疾
病
予
防
の
取
組
み

等
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（
K
D
B
）
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
検
討
・

協
議
を
図
る
な
ど
、
保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
効
率
的
な
対
応
に
努
め
る
。
ま
た
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
に
係
る
費
用
決
済
、
健
診

デ
ー
タ
の
管
理
及
び
共
同
処
理
な
ど
の
業
務
を

適
切
に
執
行
す
る
。

⑴　

協
議
会
、
研
修
会
等

　

① 

保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
（
研
修
会
・

支
援
）

　

②
健
康
づ
く
り
推
進
研
修
会

　

③ 

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
K
D
B
）
シ
ス
テ
ム

の
効
果
的
活
用
支
援

　

④
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
研
修
会

　

⑤ 

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
に
関
す
る
研
修
会
（
茨
城
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
と
共
催
）

⑵　

各
種
支
援
事
業

○
調
査
統
計
資
料
の
作
成

　

①
市
町
村
保
健
事
業
事
例
集
の
作
成
・
配
布

　

②
各
種
統
計
資
料
の
作
成
及
び
分
析

○
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
支
援

　

① 

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
係
る
費
用
決

済
及
び
健
診
・
保
健
指
導
結
果
デ
ー
タ
管
理

業
務

　

②
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
関
す
る
支
援
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③ 

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
に
関
す
る
支
援

　

④ 
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
K
D
B
）
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
デ
ー
タ
提
供
及
び
操
作
支
援

　

⑤ 

茨
城
県
保
険
者
協
議
会
と
連
携
し
、
研
修
会

の
実
施
や
広
報
活
動
に
よ
る
支
援

○
健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
支
援

　

① 

視
聴
覚
用
教
材
及
び
健
康
器
具
等
の
貸
出
し

　

② 

茨
城
県
在
宅
保
健
師
の
会
会
員
と
連
携
し
た

支
援

⑶　

国
保
診
療
施
設
関
係

　

① 

勤
務
医
師
・
看
護
師
・
事
務
長
等
合
同
研
修

会

　

② 

茨
城
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
事
業
へ
の
事

務
援
助

11　

広
報
宣
伝
事
業

　

 　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
趣
旨
普
及
、
被
保
険

者
教
育
及
び
本
会
事
務
事
業
に
関
す
る
広
報
活

動
を
実
施
す
る
。

○
広
報
活
動

　

①
広
報
委
員
会

　

②
機
関
誌
「
茨
城
の
国
保
」
の
編
集
及
び
発
行

　

③ 

国
保
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
情
報

提
供

　

④
全
国
優
良
保
険
者
な
ど
の
情
報
提
供

　

⑤ 
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
を
利
用
し
た

広
報
事
業
の
実
施

　

⑥
新
聞
広
告
に
よ
る
広
報
事
業
の
実
施

　

⑦
被
保
険
者
教
育
広
報

　
　

ア 　

国
保
料
（
税
）
納
付
勧
奨
及
び
特
定
健

診
受
診
促
進
に
係
る
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・

配
布

　
　

イ 　

国
保
被
保
険
者
証
更
新
に
係
る
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
・
配
布

　
　

ウ　

地
域
情
報
誌
を
活
用
し
た
広
告

　
　

エ　

被
保
険
者
教
育
用
記
事
提
供

　

⑧ 

図
書
、
物
資
斡
旋

　

⑨ 

国
保
制
度
に
係
る
各
種
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の

共
同
購
入

　

⑩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

12　

育
成
指
導
関
係
事
業

　

 　

保
険
者
等
事
務
担
当
者
の
資
質
向
上
と
国
保

運
営
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究
等
を
行
う
。

ま
た
、
保
険
者
の
医
療
費
適
正
化
対
策
と
し
て
、

レ
セ
プ
ト
点
検
事
務
に
関
す
る
支
援
を
行
う
。

⑴　

講
習
会
・
研
修
会
の
開
催

　

①
国
保
事
務
新
任
者
講
習
会
（
茨
城
県
と
共
催
）

　

②
国
保
料（
税
）事
務
研
修
会（
茨
城
県
と
共
催
）

　

③ 

資
格
・
給
付
並
び
に
求
償
事
務
研
修
会
（
茨

城
県
と
共
催
）

　

④ 

市
町
村
（
国
保
組
合
）
国
保
主
管
課
長
研
修

会

⑵　

保
険
者
レ
セ
プ
ト
点
検
事
務
支
援

　

①
保
険
者
レ
セ
プ
ト
点
検
員
へ
の
事
務
支
援

　

② 
診
療
報
酬
点
数
改
正
説
明
会
（
改
正
時
に
開

催
）

13　

会
議
・
協
議
会
等

　

 　

本
会
、
保
険
者
並
び
に
支
部
等
の
関
係
団
体

に
お
け
る
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

会
議
及
び
協
議
会
等
を
開
催
し
、
緊
密
な
連
絡
・

調
整
等
を
行
う
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
改
善
と
健
全
な
発
展
に
資
す
る
た
め
、
調
査

研
究
等
を
行
う
。

○
保
険
者
と
の
連
絡
・
調
整
に
関
す
る
会
議

　

 

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
及
び
障
害
福
祉
主

管
課
長
等
会
議

○
支
部
等
と
の
連
絡
・
調
整
に
関
す
る
協
議
会

　

①
支
部
常
任
幹
事
連
絡
協
議
会

　

②
調
査
研
究
委
員
会

　

③ 

支
部
及
び
茨
城
県
国
保
組
合
連
絡
協
議
会
へ

の
助
成

令和6年度予算概要について
○各会計別予算総額

会計別 令和6年度 令和5年度 比　較 対前年度比 備　考

一 般 会 計
（千円） （千円） （千円） （％） ・ 保健師等人材育成研修等業務、KDB 補

完システムを活用した保健事業分析・評
価事業業務等委託費の増 175,863 千円742,507 563,654 178,853 31.7

診療報酬審査支払特別会計
（ 業 務 勘 定 ） 2,082,544 2,520,883 △ 438,339 △ 17.4

・ 国保総合システム開発負担金、新型コ
ロナウイルスワクチン接種事業費等の
減 162,610 千円

後期高齢者医療事業関係
業務特別会計（業務勘定） 1,545,594 1,449,789 95,805 6.6 ・ 次期後期高齢者医療広域連合電算処理システム導入作業委託料等の増 100,249 千円

特 定 健 康 診 査・ 
特 定 保 健 指 導 等
事 業 特 別 会 計

1,773,501 1,736,360 37,141 2.1
・ 特定健診等データ管理システム開発負
担金、特定健康診査・特定保健指導等
費用の増 51,183 千円　

妊婦・乳児健康診査委託料 
審査支払事業特別会計 1,947,529 1,873,754 73,775 3.9 ・ 妊婦・乳児健康診査費用の増 67,260 千円

介護保険事業関係業務
特 別 会 計（ 業 務 勘 定 ） 357,177 333,812 23,365 7.0 ・ 介護・障害システム導入作業委託料等の増 35,675 千円　

障害者総合支援法関係業務
等特別会計（業務勘定） 139,179 118,035 21,144 17.9 ・ 介護・障害システム導入作業委託料等の増 23,347 千円

第三者行為損害賠償求償
事務処理業務特別会計 863,004 863,004 0 0

職員退職手当特別会計 224,770 127,637 97,133 76.1 ・退職給付引当資産の増 97,133 千円

一般会計・業務勘定等計 9,675,805 9,586,928 88,877 0.9 　
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国保の加入状況等
令和2年度 令和3年度 令和4年度

総世帯数（世帯） 21,303 21,159 21,541
総人口（人） 49,950 49,184 48,985

国保被
保険者

加入世帯数（世帯） 7,691 7,555 7,396
被保険者数（人） 12,689 12,351 11,907
被保険者加入率（％） 25.4 25.1 24.3

保険料（税）
収納状況

1人当たりの調定額（円） 90,956 92,293 93,022
収納率（％）（現年分） 92.60 93.49 93.63

1人当たりの療養諸費費用額（円） 310,260 319,588 342,581

医療費適正化
対策の状況

1人当たりの財政効果額（円） 1,760 2,156 2,615
財政効果率（％） 0.67 0.81 0.90

保健事業費の
状況

1人当たりの保健事業費（円） 846 945 989
保険料（税）に占める割合（％） 1.00 1.10 1.14

特定健診・
特定保健指導
の状況

特定健診受診率（％） 32.1 34.4 35.0
特定保健指導実施率（％） 13.2 21.0 41.5

89,500

90,000

90,500

91,000

91,500

92,000

92,500

93,000

93,500

令和2年度 令和3年度 令和4年度

（円） （％）
1人当たりの調定額（円）
収納率（%）（現年分）

92.00

92.20

92.40

92.60

92.80

93.00

93.20

93.40

93.60

93.80

90,956 92,293 93,022

92.60

93.63
93.49

※総人口・総世帯数：住民基本台帳より入力 
　総人口・総世帯数以外：国民健康保険事業年報より入力（年間平均）
　特定健診・特定保健指導の状況：特定健診等データ管理システムからの情報を入力

保険者の概況
国保税収納状況〔現年分〕

茨
城
県
の
小
美
玉
市
は
、
2
0
0
6
年
に
小
川
町
、
美
野

里
町
、
玉
里
村
の
2
町
1
村
が
合
併
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文

字
1
文
字
を
と
っ
て
「
小
美
玉
市
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

小
美
玉
市
は
茨
城
県
の
県
中
央
域
に
あ
る
人
口
約
5
万
人

の
市
で
、
市
内
の
東
部
に
は
「
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
」
が

あ
り
、
2
0
1
0
年
に
は
首
都
圏
3
番
目
と
な
る
空
の
玄
関

口
と
し
て
「
茨
城
空
港
」
が
隣
接
し
て
開
港
し
ま
し
た
。

様
々
な
航
空
機
が
見
ら
れ
る
場
所
と
し
て
数
多
く
の
航
空

フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
2
0
1
4
年
に
は
地
域
再
生
の
拠
点
と
し

て
「
農
」
と
「
食
」
が
体
験
で
き
る
「
空
の
え
き 

そ
・
ら
・
ら
」

が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
霞
ヶ
浦
に
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
の
ど
か
な
風
景
や
筑
波
山
の
中
央
に

太
陽
が
沈
む
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
筑
波
」
は
、
小
美
玉
市
な
ら

で
は
の
貴
重
な
光
景
で
す
。

ぜ
ひ
小
美
玉
市
に
お
越
し
の
際
に
は
、
空
と
自
然
、
食
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　保険者紀行

小美玉市

茨城空港
国内線は札幌・神戸・福岡・那覇、国際
線も人気の観光地へお得に行けると評判
の茨城空港。シンプルかつコンパクトな
造りでチェックインから搭乗までの移動
もラクラクです。最大3,600台分の無
料駐車場も魅力の1つです。
2階の展望デッキからは間近で機体を見
学できます。空港そばの公園では、退役
した戦闘機を見学することができます。

おみたんは仔牛と飛行機をモ
チーフにしたキャラクターで、緑
のマントと雲模様の服は自然
いっぱいの小美玉市の象徴です。
明るく元気な性格で、牛だけど
頑張れば空も飛べると夢見るか
わいい男の子です。

「
ひ
と　

も
の　

地
域
」
が
輝
き

　
　

は
ば
た
く　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ 

〜
見
つ
け
る
。
み
が
く
。
光
を
あ
て
る
。〜
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口
座
振
替
促
進
の
た
め
に

様
々
な
取
組
を
実
施

小
美
玉
市
の
国
保
税
の
賦
課
は
医
療
保

険
課
、
徴
収
は
収
納
課
が
担
当
し
て
お
り
、

令
和
4
年
度
現
年
度
分
国
保
税
収
納
率

は
、
93
・
63
％
で
、
対
前
年
度
比
が
0
・

14
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

納
付
環
境
拡
大
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
収

納
の
他
に
、
令
和
3
年
度
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
（P

ayP
ay

、L
IN
E
P
ay

、

P
ayB

）
を
利
用
し
た
収
納
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
促
進
と
し
て
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
だ
け
で
口
座
振
替
の

申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受

付
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
他
、
今
年

度
か
ら
年
度
当
初
の
納
税
通
知
書
の
送
付

時
に
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
の
口
座
振
替
依
頼
書

を
同
封
し
、
返
送
し
て
い
た
だ
く
と
口
座

振
替
の
申
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
2
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
口
座
振
替
の
申
込
み
が
で
き
る
W
e
b

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
の
科
目
及
び
取

扱
金
融
機
関
を
拡
充
し
、
利
用
者
の
利
便

性
向
上
と
口
座
振
替
を
促
進
す
る
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

き
め
細
や
か
な
納
税
相
談
と

関
係
課
と
の
情
報
共
有

収
納
対
策
と
し
て
、
滞
納
者
の
生
活
状

況
な
ど
を
聞
き
取
り
、
今
後
の
納
付
計
画

を
立
て
る
な
ど
き
め
細
や
か
な
納
税
相
談

を
行
い
、
収
納
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
保
険
課
と
収
納
課
が
ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
情
報
共
有
を
図

り
、
滞
納
状
況
等
の
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。

随
時
、
財
産
調
査
を
実
施
し
、

適
正
な
滞
納
処
分
に
つ
な
げ
る

催
告
書
に
は
、
税
の
未
納
を
放
置
す
る

と
と
ど
う
な
る
か
を
記
載
し
、
目
に
留
ま

る
よ
う
オ
レ
ン
ジ
や
グ
リ
ー
ン
の
目
立
つ

封
筒
で
送
付
し
て
い
ま
す
。

滞
納
者
対
策
と
し
て
、
預
貯
金
、
給
与
、

生
命
保
険
等
の
財
産
調
査
を
随
時
、
実
施

し
て
い
ま
す
。

財
産
調
査
の
結
果
、
差
押
や
執
行
停
止

の
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
美
玉
市
で
は
、
差
押
え
た
財

産
の
公
売
を
年
2
〜
3
回
実
施
し
、
法
に

基
づ
い
た
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
接
訪
問
に
よ
る
状
況
把
握
で

医
療
費
適
正
化
に
つ
な
げ
る

医
療
費
適
正
化
と
し
て
、
国
保
連
合

会
よ
り
送
付
さ
れ
る
「
重
複
多
受
診
者
一

覧
」
及
び
レ
セ
プ
ト
か
ら
、
医
療
保
険
課

で
訪
問
指
導
が
必
要
な
対
象
者
を
選
定
し

た
後
、
健
康
増
進
課
の
保
健
師
が
直
接
訪

問
し
て
い
ま
す
。
不
在
の
場
合
は
、
別
日

に
訪
問
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

訪
問
し
て
、
受
診
や
投
薬
が
重
複
す
る

理
由
を
よ
く
聞
い
て
、
理
解
し
て
い
た
だ

く
事
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
、
精
神
疾
患
の
方
は
重
複
受
診
に

よ
り
眠
剤
が

多
く
な
る
こ

と
か
ら
、
受

診
当
初
か
ら

の
経
緯
を
含

め
て
、
よ
く

状
況
を
聞
い

て
、
精
神
福

祉
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
る

よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
電
話
と
Ｗ
ｅ

ｂ
に
よ
る
予
約
制
で
、
申
込
み
期
間
等
は

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

40
歳
以
上
の
方
が
対
象
の
胃
・
大
腸
が

ん
検
診
を
含
め
た
「
総
合
健
診
」
と
、
胃
・

大
腸
が
ん
検
診
を
除
い
た
「
住
民
健
診
」

と
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
日
の
受
診
が
難
し
い
方
の
た

め
に
、
土
・
日
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
19
歳
か
ら
39
歳
の
市
民
の
方
を

対
象
と
し
た
「
健
康
づ
く
り
健
診
」
を
実

施
し
、
年
1
回
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
若

い
う
ち
か
ら
の
健
康
意
識
の
向
上
に
よ
る

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
活
用

し
た
受
診
勧
奨

小
美
玉
市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
を
活
用
し
て
、
国
保
事
業
に
関
す
る

様
々
な
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
方

が
分
か
り
や

す
い
よ
う
に

イ
ラ
ス
ト
を

使
用
し
た
健

診
の
流
れ
や

予
約
方
法
な

ど
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

口
座
振
替
促
進
の
取
組
み
と

法
に
基
づ
い
た
滞
納
者
対
策

で
収
納
率
向
上
に
努
め
る

小美玉市医療保険課のみなさま

小
美
玉
市　

医
療
保
険
課

小美玉市役所

19
歳
か
ら
受
診
で
き
る
健
診
事
業

で
健
康
意
識
の
向
上
を
図
る

6������������� 7 �������������
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小
美
玉
市　

健
康
増
進
課

初
回
面
談
は
、
前
年
の
経
過
を

活
用
し
て
生
活
状
況
を
確
認

　

小
美
玉
市
で
は
、
特
定
保
健
指
導
実
施

率
向
上
の
た
め
、
特
定
健
診
受
診
日
に
初

回
面
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
く

れ
る
方
を
探
す
の
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た

が
、
特
定
健
診
を
予
約
制
に
し
た
こ
と
で
、

事
前
に
前
年
の
結
果
か
ら
指
導
が
必
要
な

方
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
前
年
か
ら
の
経
過
を
含
め

て
今
年
の
健
診
結
果
と
合
わ
せ
て
指
導
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
の
状
況
を
よ
く
聞
い
て
、

ご
本
人
に
確
認
し
な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
な

ら
で
き
る
か
を
一
緒
に
見
つ
け
る
よ
う
に

し
て
指
導
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
実
施

率
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ご
本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
な

い
よ
う
に
健
康
教
室
の
ご
紹
介
な
ど
も
し

て
い
ま
す
。

　
「
今
ま
で
、
ど
う
頑
張
っ
て
も
減
ら
な

か
っ
た
体
重
が
、
1
年
で
10
㎏
減
ら
せ

ま
し
た
。」、「
健
診
結
果
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
体
の
こ
と
や
普
段
の
生
活
に
つ
い

て
も
相
談
が
で
き
た
の
で
、
参
加
し
て
良

か
っ
た
で
す
。」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

1
回
完
結
型
の
研
修
会
で

働
く
世
代
の
参
加
者
増
加

　

小
美
玉
市
で
は
、
脳
血
管
疾
患
、
心
疾

患
の
方
が
多
く
、
高
血
圧
症
、
高
血
糖
、

肥
満
、
脂
質
異
常
症
の
病
態
別
教
室
と

し
て
、
血
糖
値
や
肥
満
が
気
に
な
る
方
を

対
象
と
し
た
「
血
糖
ス
リ
ム
教
室
」
と
血

圧
や
脂
質
が
気
に
な
る
方
を
対
象
と
し
た

「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
教
室
」
の
2
つ
の
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

講
話
だ
け

で
は
人
が
集

ま
ら
な
い
た

め
、
働
く
世

代
も
参
加
し

や
す
い
よ
う

に
1
回
完
結

型
に
コ
ン
パ

ク
ト
化
し
、

保
健
師
・
管

理
栄
養
士
に

よ
る
病
態
や
食
事
の
基
本
・
改
善
の
ポ
イ

ン
ト
、
簡
単
な
運
動
な
ど
の
指
導
・
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
野
菜
摂
取
の
必
要
性

が
分
か
っ
た
。」、「
運
動
す
る
時
間
が
間

違
っ
て
い
た
。
食
後
が
い
い
こ
と
が
分
か

り
良
か
っ
た
。」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
終
了
後
に

自
主
グ
ル
ー
プ
で
運
動
継
続
も

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
と
し
て
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
ヨ
ガ
や
代
謝
ア
ッ
プ
、
女
性
の
健
康

な
ど
、
テ
ー
マ
別
に
運
動
や
食
事
な
ど
に

つ
い
て
学
べ
る
学
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

テ
ー
マ
は
、
健
診
の
結
果
等
か
ら
毎
年

担
当
者
が
検
討
し
て
決
め
て
い
ま
す
。
各

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
4
〜
5
回
教
室
に

通
っ
て
い
た
だ
き
、
仲
間
づ
く
り
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
の
コ
ー
ス
も
楽
し
く
参
加
で
き
ま

し
た
。
次
回
も
ま
た
参
加
し
た
い
。」、「
自

分
だ
け
で
は
で
き
な
い
の
で
、
教
室
に
く

る
と
気
持
ち
が
い
い
。」、「
目
標
を
持
っ

て
毎
日
筋
ト
レ
な
ど
に
参
加
で
き
た
。」

な
ど
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

教
室
終
了

後
は
、
自
主

的
に
運
動
な

ど
を
継
続
し

て
い
る
グ
ル

ー
プ
も
あ
り

ま
す
。

　

過
去
2
年
間
、
健
診
・
医
療
未
受
診
及

び
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
健
康
状

態
が
不
明
な
高
齢
者
の
健
康
状
態
把
握
や

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
接
続
の
た
め
、
通

い
の
場
等
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
健

康
教
室
や
健
康
相
談
を
実
施
し
、
月
ご
と

に
テ
ー
マ
を
設
け
、
講
話
・
実
技
や
相
談

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
美
玉
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

│
年
に
1
度
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
展
」

開
催
で
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
│

　

小
美
玉
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

は
、
令
和
5
年
度
現
在
、
98
名
の
会
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
中
央
研
修
会

や
伝
達
講
習
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
自
主

的
な
学
習
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

推
進
員
の
仲
間
ど
う
し
で
自
己
研
鑽
を
重

ね
な
が
ら
、
地
区
サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
集
い
の
時
な
ど
に
、
減
塩
や
骨
粗
鬆
症

予
防
を
テ
ー
マ
に
し
た
食
事
の
提
供
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
方
々
の
健
康
づ

く
り
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
1
回
、
四
季
健
康
館
に
お
い

て
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
展
」
を
開
催
し
、
よ

り
多
く
の
住
民
の
方
へ
日
頃
の
活
動
の
様

子
を
紹
介
し
た
り
、
試
食
の
提
供
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

幅
広
い
年
代
参
加
の

健
康
教
室
開
催
で
市
の

課
題
改
善
に
努
め
る

小美玉市健康増進課のみなさま

健
康
状
態
不
明
の

高
齢
者
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
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希望ヶ丘公園のコスモス
毎年9月中旬から10月下旬にかけ、転作畑一面にコスモ
スが咲き誇ります。道路に面しているので、サイクリング中
や車窓からも楽しむことができます。また、3月中旬から4
月中旬にかけては、菜の花と桜が咲き誇ります。

144

145

スタート／ゴール
小美玉温泉 湯Go!

（小美玉温泉ことぶき）

貴船神社

上吉影の古社

小川飯前郵便局

ジョイフル本田

カフェルオム

ストロベリーファーム根崎

森永乳業

「季節の景色と天然温泉
ことぶきを楽しむコース」 

今回は、小美玉温泉 湯 GO!（小美玉温泉こと
ぶき）スタート /ゴールとして、季節折々の風
景を楽しめ、ウォーキング後に天然温泉でリフ
レッシュできる周回型のコースをご紹介しま
す。

【コースのご案内】
距　　 離 約2.6km
所要時間 1時間
住   所 小美玉市上吉影58-1
消費カロリー 男性 約50kcal ／女性 約60kcal
駐 車 場 92台

ダイヤモンド筑波
毎年5月中旬と7月中旬の年2回しか見られない夕景です。
筑波山の男体山と女体山の間に太陽が沈む景色は、幻想的で
貴重な瞬間です。

おみたまヨーグルト
　小美玉の新鮮な生乳をたっぷり
100%使用した「おみたまヨーグルト」
は、なめらかなのどごしと酸味とコク
のバランスの取れたヨーグルトです。
プレーンのほか、季節限定の味も。ま
た、直売所では生乳たっぷりのソフト
クリームも楽しめます。オンラインで
もお買い求めいただけます。

レンコン
　霞ヶ浦沿岸の玉里地区を中心に生産
されています。100年以上の歴史がある、
全国有数の生産地となっており、「玉里地
区」が茨城県銘柄産地に指定されてい
ます。露地栽培（屋外の畑で栽培する方
法）のほか、ハウス・トンネル栽培と組
み合わせ、年間を通して出荷されていま
す。歯ごたえのある食感がやみつきです。

プリン
鶏卵と生乳が特産の小美玉市で
は、「おみたまプリン」をはじめ様々
なプリンがつくられています。個性
あふれる小美玉市のプリンをぜひ食
べ比べてみてください。お好みのプ
リンが見つかるはずです。

小 美 玉 市 の 特 産 品
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令和 5年度保険者協議会第 1回作業部会（Web開催）　　　 1 月 23日（火）
　令和 6年 1月 23 日（火）に開催され、まず部会長、副部会長の選任について協議し、全国健康保険協会
茨城支部の山本委員が部会長に選任された。
　その後、報告事項として「令和 5年度茨城県特定健診・特定保
健指導実施者研修（初任者向け）のアンケート結果について」、「健
康づくりキャンペーン及び健康づくり推進研修会への参画につい
て」報告した。協議事項としては、「医療費適正化等に関する取組
状況の調査結果について」、「広報事業について」を協議した。

令和 5年度茨城県特定健康診査・特定保健指導実施者研修会（経験者向け）
　　 1 月 25日（木）

　令和 6年 1月 25 日（木）茨城県市町村会館「講
堂」において、特定保健指導に従事する 3年目以
上の経験者等を対象とした標記研修会を開催した。
　はじめに、茨城県国民健康保険室増田室長のあ
いさつの後、茨城キリスト教大学の石川教授より、
「行動変容に関する理論と実践」と題し講演及び行
動変容を意識したロールプレイを行った。
　また、研修終了後には、茨城県国保連合会保健事業課の横田参事兼課長より代表者に修了証書が交付された。

■講演「行動変容に関する理論と実践」
 茨城キリスト教大学生活科学部教授　石川祐一 氏
・無関心期、関心期に対する対応
・医療施設での取組事例
・行動変容を意識した指導の実際（ロールプレイ）
　特定保健指導第 4期のポイントとして、「生活習慣の改善」等の行動変容が評価項目に
加わりポイント加算が可能となったことから、初回面接時からしっかりとした動機付けが重要である。
　行動変容には 5つのステージがあり、対象者がステージのどこにいるのか、どこと捉えるのか、その人に合っ
た指導が行動変容に繋がる。無関心期から関心期に繋げるには、「危機感」と行動を起こすことのプラス面を
感じる説明を心がけ、興味を引く工夫が重要である。関心期にはLearn のアプローチを駆使して、本人の想い
を聴くようにすることが大切である。行動期と維持期にはドロップアウト対策としてストレス発散の為の代替
や自分自身へのご褒美等、長く続けてもらうための工夫、できたら褒めることが大切であると話された。

令和 5年度第 2回保険者協議会（Web開催）　　　 2 月 16日（金）
　令和 6年 2月 16 日（金）に開催され、協議事項として、役員の選任、令和 6年度事業計画、会員負担金、
歳入歳出予算についてなど 5項目について協議された。
　まず、役員の選任では、会長に国保連合会の冨田常務理事、副会長に健康保険組合茨城連合会の鈴木委員、
全国健康保険協会茨城支部の内田委員、監事には公立学校共済組合の佐藤委員と後期高齢者医療広域連合の
井上委員にお願いすることで了承された、その後、令和 6年度事
業計画など 4議案については、原案のとおり可決承認された。
　また、引き続き開催された専門部会では、「茨城県保健医療計
画（案）」、「茨城県医療費適正化計画（案）」、「茨城県医師確保計
画（案）」について意見集約を行った。
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シリーズ

健
康
を
考
え
る

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
健
康
に
保

つ
こ
と
は
、お
い
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
、

会
話
を
楽
し
む
こ
と
な
ど
、
心
身
と
も
に

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
重

要
で
す
。

　

む
し
歯
は
、
大
切
な
歯
を
失
う
原
因

と
な
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の

む
し
歯
予
防
が
生
涯
を
通
じ
た
歯
と
口

腔
の
健
康
づ
く
り
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

茨
城
県
の
子
ど
も
は
む
し
歯
が
多
い

　

子
ど
も
の
む
し
歯
は
、
徐
々
に
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
子
ど
も

が
罹
る
病
気
で
最
も
多
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
県
の
む
し
歯
の

あ
る
子
ど
も
の
割
合
は
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
お
り
、
12
歳
児
の
県
別
の
デ
ー
タ

で
は
、
全
国
で
35
位
と
い
う
状
況
で
す
。

科
学
的
根
拠
の
あ
る
む
し
歯
予
防
法

「
フ
ッ
化
物
洗
口
」

　

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
歯

み
が
き
や
規
則
正
し
い
食
生
活
が
大
切

で
す
が
、
フ
ッ
化
物
の
応
用
は
科
学
的
根

拠
が
あ
り
、
特
に
フ
ッ
化
物
洗
口
（
フ
ッ

化
物
洗
口
液
に
よ
る
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
）

は
、
最
も
予
防
効
果
が
高
い
む
し
歯
予

防
法
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

24
年
連
続
で
日
本
一
む
し
歯
が
少
な

い
新
潟
県
で
は
、
保
育
所
、
小
学
校
、
中

学
校
に
お
い
て
継
続
的
に
集
団
の
フ
ッ

化
物
洗
口
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
む
し

歯
予
防
に
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

フ
ッ
化
物
洗
口
は
全
国
の
１
４
，

3
5
9
施
設
で
1
5
7
万
人
以
上
が
実

施
し
て
い
ま
す
。
茨
城
県
で
は
他
県
に
比

べ
て
フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
施
設
数
や

実
施
人
数
が
少
な
く
、
む
し
歯
が
多
い

こ
と
か
ら
、
茨
城
県
歯
科
医
師
会
で
は
、

茨
城
県
保
健
医
療
部
や
教
育
庁
と
連
携

し
、
就
学
前
施
設
（
保
育
所
・
幼
稚
園
・

こ
ど
も
園
等
）
や
学
校
に
お
け
る
フ
ッ
化

物
洗
口
の
普
及
拡
大
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

フ
ッ
化
物
洗
口
の
効
果

　
フ
ッ
化
物
に
よ
る
む
し
歯
予
防
の
働

き
は
①
歯
質
の
強
化
②
再
石
灰
化
③
む

し
歯
菌
の
活
動
抑
制
の
3
つ
で
す
。
永

久
歯
が
次
々
と
生
え
て
く
る
4
歳
頃
か

ら
中
学
生
く
ら
い
ま
で
が
最
も
む
し
歯

予
防
に
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期

に
集
団
で
継
続
的
に
フ
ッ
化
物
洗
口
を

行
う
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
頃
に
フ
ッ
化
物
洗
口

第4回

フ
ッ
化
物
洗
口
で
む
し
歯
予
防

都道府県別　12歳児むし歯のある児の割合（令和4年度）

12歳児むし歯のある子どもの割合
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を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
お
と
な

に
な
っ
て
も
む
し
歯
が
少
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

園
や
学
校
で
実
施
す
る
フ
ッ
化
物
洗

口
は
、
み
ん
な
で
一
緒
に
行
う
こ
と
で
忘

れ
ず
に
継
続
し
て
実
施
で
き
る
の
で
、
高

い
予
防
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
行
う
予
防
法
で

あ
る
た
め
、
歯
の
健
康
に
対
す
る
意
識

が
高
ま
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
実
施
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
に
予
防
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
家

庭
の
環
境
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
平

等
に
効
果
を
得
る
こ
と
で
、
健
康
格
差

の
縮
小
に
つ
な
が
り
ま
す
。

フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
方
法

　

保
育
所
・
幼
稚
園
等
で
行
う
フ
ッ
化

物
洗
口
は
低
濃
度
（
2
2
5
〜
2
5
0
 

p
p
m
）
の
フ
ッ
化
物
洗
口
液
5
㎖
で

毎
日
（
週
5
回
）、
学
校
で
は
9
0
0
 

p
p
m（
歯
磨
剤
と
同
じ
く
ら
い
の
濃
度
）

の
洗
口
液
10
㎖
で
週
1
回
、
1
分
間
の
ぶ

く
ぶ
く
う
が
い
を
行
い
ま
す
。

　
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て
は
、
科
学
的

に
安
全
性
、
有
効
性
が
確
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
正
し
い
使
用
法
で
適

正
に
行
わ
れ
る
限
り
、
安
全

性
に
対
す
る
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
と
め

　
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

は
、
県
内
で
も
地
域
に
よ
っ

て
取
り
組
み
の
差
が
あ
り
ま

す
が
、
よ
り
多
く
の
施
設
で

継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
施
設
や
学
校
等
へ
の
情

報
提
供
や
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
新
し
い
こ
と
を
導
入
す
る

に
は
、
手
間
が
か
か
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
フ
ッ
化
物
洗
口

を
実
施
し
て
い
る
施
設
や
学
校
の
先
生

方
か
ら
は
「
こ
ど
も
た
ち
が
慣
れ
て
日
常

の
習
慣
に
な
っ
て
い
る
の
で
負
担
は
少
な

い
で
す
」、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
い
い

こ
と
な
の
で
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

い
う
お
声
が
届
い
て
お
り
、
頭
が
下
が
る

思
い
を
し
な
が
ら
普
及
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
歯
と
健
康
を

守
る
た
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

茨
城
県
歯
科
医
師
会　
事
務
局　
事
業
課
長

8 ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

0
2
0
・
6 ロ

ク
ヨ
ン
ニ
イ
ヨ
ン

4
2
4
情
報
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

在
宅
療
養
指
導
（
口
腔
衛
生
管
理
）
認
定
歯
科
衛

生
士

介
護
支
援
専
門
員

プロフィール

藤
ふ じ た

田かおり
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Ｑ
1 　

収
納
率
向
上
の
取
組
と
し
て
は
ど
う
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
1 　
以
下
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　

○　
口
座
振
替
の
原
則
化
に
つ
い
て

　
　

 　

口
座
振
替
実
施
率
を
高
め
る
た
め
の
新
た
な

方
法
と
し
て
新
規
国
保
加
入
者
に
つ
い
て
、「
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
を
原
則
と
す
る
」
旨
、
条

例
の
施
行
規
則
等
に
明
記
す
る
。

　
　

 　

条
例
規
則
等
に
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
被
保

険
者
へ
の
説
明
が
し
や
す
く
、
規
定
に
基
づ
き
、

新
規
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
原
則
口
座
振
替
の

登
録
を
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
収
納
率
の
向

上
が
期
待
で
き
る
。

　
　
※ 　

令
和
3
年
度
は
全
国
で
1
4
7
保
険
者
が

施
行
規
則
等
に
明
記
。（
厚
生
労
働
省
保
険
局

国
民
健
康
保
険
課
調
べ
）

　
　
　

 　

本
県
で
は
東
海
村
、
潮
来
市
、
八
千
代
町
、

行
方
市
、
桜
川
市
、
笠
間
市
、
小
美
玉
市
の

7
保
険
者
が
規
定
済
。

　
　
※ 　

笠
間
市
『
笠
間
市
国
民
健
康
保
険
条
例
施

行
細
則
』

　
　
　

 　

第
5
条　

普
通
徴
収
に
係
る
保
険
税
の
納

付
は
、
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
。
た
だ
し
、

口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
納
付
書
に
よ
る
納
付
そ
の
他
の
方

法
に
よ
る
。

　

○ 　
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
　

 　

マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
市
町
村
の
窓
口
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

持
参
す
れ
ば
口
座
振
替
の
登
録
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　
　

 　

国
の
特
別
調
整
交
付
金
で
導
入
に
係
る
費
用

等
を
対
象
と
し
た
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
導
入
を
検
討
し
や
す
い
。

　
　
※ 　

令
和
5
年
度
特
別
調
整
交
付
金
交
付
基
準

（
抜
粋
）

　
　
　

 　
特
別
調
整
交
付
金
に
お
い
て
、
マ
ル
チ
ペ
イ

メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
口
座
振

替
受
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等
に
係
る
費
用
の

一
部
を
対
象
と
し
て
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
　
　
・
調
整
基
準
額
1

　
　
　

 　
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
口
座
振
替
契
約
受
付
サ
ー
ビ
ス
導
入
時

の
金
融
機
関
と
の
契
約
に
際
し
て
発
生
し
た

契
約
料
に
つ
い
て
は
、
3
，0
0
0
千
円
を
上

限
と
し
て
、
実
支
出
額
を
調
整
基
準
額
と
す

る
。

　
　
　
・
調
整
基
準
額
2

　
　
　

 　
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
口
座
振
替
契
約
受
付
サ
ー
ビ
ス
の
専
用

端
末
機
購
入
費
用
や
周
知
広
報
に
係
る
費
用

等
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年
の
年
間
平
均
被

保
険
者
数
規
模
に
応
じ
た
下
記
の
交
付
限
度

額
を
上
限
と
し
て
、
実
支
出
額
を
調
整
基
準

額
と
す
る
。

茨城県保健政策課国民健康保険室

Q A&

国
保
料
（
税
）
収
納
率
向
上
対
策

（
口
座
振
替
の
推
進
、
収
納
率
向
上

対
策
に
係
る
交
付
金
）
に
つ
い
て
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Ｑ
2 　
収
納
率
向
上
の
取
組
を
す
る
こ
と
で
、
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
2 　

取
組
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お

り
お
答
え
し
ま
す
。

　

○ 　
「
国
保
財
政
の
安
定
化
」
と
「
被
保
険
者
間
の

公
平
性
の
確
保
」

　
　

 　

収
納
率
が
向
上
す
る
と
、
同
じ
保
険
料
で
も
、

保
険
料
（
税
）
収
入
が
増
加
す
る
た
め
、
国
保

財
政
の
安
定
的
な
運
用
に
繋
が
り
ま
す
。

　
　

 　

ま
た
、
収
納
率
の
向
上
は
、
保
険
料
（
税
）

率
の
上
昇
の
抑
制
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
適

正
な
納
付
を
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
間
の
公
平
性

が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

○ 　

国
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度
（
市
町
村
取
組

評
価
分
）
の
配
分
額
の
増
加

　
　

 　

収
納
率
の
向
上
等
が
図
ら
れ
る
と
、
国
の
保

険
者
努
力
支
援
制
度
（
市
町
村
取
組
評
価
分
）

に
お
け
る
交
付
額
の
配
分
額
が
増
加
し
ま
す
。

《
参
考
》

・ 「
令
和
5
年
度
特
別
調
整
交
付
金
交
付
基
準
（
そ
の
他
特

別
の
事
情
が
あ
る
場
合
）
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
令
和

5
年
12
月
11
日
保
国
発
1
2
1
1
第
1
号
厚
生
労
働
省
保

険
局
国
民
健
康
保
険
課
長
通
知

・ 「
令
和
5
年
度
保
険
者
努
力
支
援
制
度
（
取
組
評
価
分
）

の
市
町
村
分
に
つ
い
て
」
令
和
4
年
6
月
30
日
保
国
発

0
6
3
0
第
1
号
厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課

長
通
知

年間平均
被保険者数 交付限度額

５千人未満 ２５０千円　

１万人未満 ５００千円　

５万人未満 １，０００千円　

１０万人未満 １，８００千円　

１０万人以上 ３，０００千円　

保険者努力支援制度（収納率に係る市町村取組分のうち主なもの）（抜粋）

項目 評価指標 配点

保険料（税）収納率の
状況

全自治体中の現年度分収納
率順位
（市町村規模別）

上位３割 ５０点

上位５割 ３５点

前年度と比較して現年度収
納率が向上

１ポイント以上向上 ２５点

0.5 ポイント以上向上 １０点

保険料（税）収納対策
状況

口座振替やクレジットカード払い等、自動引落による納
付世帯が前年度より向上 ７点

コンビニ収納やペイジー等保険料自主納付方法の利便
性拡大に寄与する取組を実施 ５点
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茨城県保健医療部　健康推進課

● 助成の開始時期が、申請日から、「重症度分類を満たしていることを診断した日等」へ前倒しが
可能になります。ただし、申請日からの遡りの期間は原則 1か月とし、入院その他緊急の治療が
必要であった場合など、診断日から 1月以内に申請を行わなかったことについてやむを得ない理
由があるときは、最長 3か月となります。

難病制度等の
見直しについて

　難病の患者に対する医療等に関する法律及び児童福祉法等の改正
により、医療費助成の仕組み等が見直されました。

医療費助成開始時期の前倒し（2023年 10月 1日施行）

これまで

2023 年
10月 1日以降

申請日から
助成開始

診断日等から
助成開始

これまでの医療費助成の範囲

難病医療費助成申請

支 給 対 象 の 拡 大

（例）
難病指定医
による診断

制度の詳細は右の二次元バーコード
からアクセスしてご確認ください
※指定難病と小児慢性で要件が異なります

小児慢性指定難病

● 福祉、就労等の各種支援を円滑に利用できるようにするため、指定難病の患者又は小児慢性特定
疾病児童等の申請に基づき、指定難病等に罹患していることを確認して、登録者証を発行します。

「登録者証」発行事業の創設（2024年 4月 1日施行）

県

ハローワーク等

市町村（福祉部門）
・障害福祉サービス

登録者証
の発行

難病・小慢患者

各種支援の
利用促進

○対象者　【難病】 ①医療費助成を受けている者
 ②医療費助成の不支給決定を受けた者
 ③軽症のため医療費助成の申請に至らない者
　　　　　【小慢】 ①医療費助成を受けている者

障害福祉サービスの受給
申請時やハローワーク等
の利用時に、医師の診断
書に代わり、登録者証に
より確認。

難病や小児慢性特定疾病に関することについては県のホームページへ
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　県では、認知症の人やその家族がより暮らしやすい環境づくりのため、認知症の人が日常の生活で利
用することの多い店舗・事務所・施設等で「声掛け」や「見守り」等の対応をいただける事業所を「認
知症の人にやさしい事業所」に認定し、ホームページで公表しています。
　認知症の方の社会参加やチャレンジを後押しする環境づくりにご協力ください。

認知症の人にやさしい
事業所の認定を
推進しています

対象事業所：県内に所在する事業所（医療・介護・福祉関係の事業所は除く）
認定の要件： （1）認知症サポーターまたは動画研修修了者が 1名以上勤務
 （2）認知症の人にやさしい取り組みを実施
 　・お客様のペースに合わせて対応する
 　・認知症カフェやサロンを実施している
 　・市町村の依頼があれば行方不明者の捜索活動に協力する　など
申 請 方 法： （1）ホームページの事業所登録サイトから申請
 （2） 複数事業所をまとめて申請する場合には事務局に連絡し、申請様式（エクセル）

を取り寄せ、メールで申請
認定事業所： （1）認定証の交付、認定ステッカーの配付
 （2）県ホームページ等で公表
 （3）ハローワーク求人票に、認定事業所である旨記載可

問い合わせ　茨城県保健医療部健康推進課地域包括ケア推進室
TEL：029-301-3333　Email：care2@pref.ibaraki.lg.jp
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薬務課インフォメーション
茨城県保健医療部医療局薬務課

＜バイオシミラーをご存知ですか ?＞
 1　バイオシミラーってどんな薬？ 
　バイオシミラーは、特許期間終了後のバイオ医薬品の後続品です。
　そもそもバイオ医薬品、バイオシミラーという言葉自体が浸透しておりませんが、最近承認を受けたアル
ツハイマー治療薬レカネマブ（商品名：レケンビ®）は、記憶に新しい方もいらっしゃるのではないでしょ
うか。「～マブ」で終わる成分は、抗体医薬品といって、バイオ医薬品の一種です。抗体医薬品は、病原細
胞をピンポイントでねらい撃ち出来るため、高い治療効果と副作用の軽減が期待できます。ただし、バイオ
医薬品は生物の力を借りて作られるため、製造工程が複雑で、値段が高額になることがあります。抗体医薬
品には関節リウマチやがんの治療に使用されるものもあり、この他だと、糖尿病の治療に使用されるインス
リン注射薬も、バイオ医薬品です。

 2　バイオシミラーを使うと、どんなメリットがあるの？ 
　バイオシミラーは、先発バイオ医薬品に比べ、薬剤費が安価（約 70%）です。また、有効性や安全性が
先発バイオ医薬品と同等であることを、通常の後発医薬品※1 よりも多くの試験で担保しています。
　ここでお伝えしたいことは、バイオ医薬品を使用した治療を行う際、品目によってはバイオシミラーとい
う選択肢もあるということです。元々が高額であるため、バイオシミラーに変更することによる軽減額も大
きくなります。ただし、症状によっては使えないこともある※2 ので、検討したい場合は、かかりつけの医師
や薬剤師にご相談下さい。

軽減額の試算

薬剤の一般名（適応症） 軽減額の試算
（患者負担は３割を想定） 試算条件

エタネルセプト（関節リウマチ等） 16,300 円 / １ヶ月 25mgを週に2回、１か月に計8回投与した場合

インスリングラルギン（糖尿病） 300円 /１ヶ月 1日20単位、１か月で30回投与した場合

※1 　新薬（先発医薬品）の特許期間終了後に、先発医薬品と同じ有効成分を含み、同等の効き目があるものとして、厚生労
働大臣に認められた医薬品です。バイオシミラーと同様に、先発医薬品と比べて、低価格であるというメリットがあります。
令和 6年 1月現在、全国での後発医薬品の使用割合（数量ベース）は約 8割となっておりますが、金額ベースでは約 4割
で、諸外国と比べて低い水準となっています。

※ 2 　医薬品は、適応症以外に使用しようとする場合、保険が適用されなくなります。特許の取得時期やバイオシミラーの開
発状況によっては、全ての適応症が先発バイオ医薬品と同一とは限りません。

後発医薬品使用促
進についてのこれ
までの県の取り組
みについて（茨城
県ホームページ）↓
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「病院が問い合わせに応じない」（相談者：利用者家族）
　母が、入院・手術をした。父が入院手続きを行い、
手術の同意書も書いたが、何にサインしたのかは覚
えていない。遠方に住む相談者が、入院費用の内訳
を聞くために、病院に電話したところ、「キーパーソ
ンにのみ情報を教えることができるので、相談者に
は答えられない」と言われた。
　父が高齢であることに考慮して教えてくれても良
いではないか。
（対応）
　母の担当ケアマネから紹介され、国保連合会へ
電話をしたとのことだが、病院（入院・手術）の対       

応に関する相談である。また、契約に関する相談で
もある。
　本会は介護保険サービスの相談窓口であること、
また、介護の施設の場合でも本人か身元引受人に情
報開示、病状経過の説明をする施設が多いことを説
明する。
　契約者である父親と一緒に病院へ行ってみてはい
かがかと助言したが、相談者は遠方に住んでおり病
院に行く時間が取れないため行けないとの事であっ
た。
　医療に関する苦情相談について、医療安全相談セ
ンターを案内した。

介護サービス以外の相談の事例

　事例は、医療に関する相談である。介護の事業
所でも契約者やキーパーソンに対して施設は説明を
行っている事と、医療に関する相談先を紹介して終
了とした。
　他にも、相談内容により以下のような相談先を紹
介しています。
・ 障害者総合支援に関する相談の場合、各市町村の
担当課または運営適正化委員会

・ 法律に関する相談の場合、法テラスや各市町村の
法律無料相談
・ 有料老人ホームに関する相談は、全国有料老人ホー
ム協会
・ 虐待に関する相談は、各市町村の高齢福祉課等の
担当課
・ 要介護認定に対する相談は、市町村や介護保険審
査会 

相談事例の解説

　介護サービス以外の相談の場合は、どこに相談す
ることが相談者にとって最も有効なのかを考えたうえ
で、それぞれの相談先を紹介しますが、相談者から「す
でに相談している」「たらい回しにするのか」「そこは
信用できない」など難色を示される場合もあります。
　そうならないためにも、話を傾聴することを心掛
けています。どうしても、話の途中であれこれ聞い
たり、結論を出そうと急いでしまいがちですが、話
を聞いたうえで提案することで、相手の期待に応え
るものでなかったとしても、ある程度納得していた
だけるのではないかと思います。
　これはすべての相談に共通している事です。話を
聴きながら相談者がどうしたいのか整理し、進むべ
き方向を考えます。内容はもちろん、相手の熱量や、
どれほど切実な悩みなのか、言葉だけでなく感情的
な部分も考えます。ただし、相談者が話を盛ったり、
都合よく言い換えたり、相談者側にある問題を話さ

なかったり、あくまで相談者側からの話であること
に留意します。
　また、回答するときに留意することは、一般的な
正論だけでは不十分な場合もあることです。という
のも、相談者は相談事に対して真剣に考えたうえで
相談しており、「よくある答え」は既に辿り着いてい
る回答であることを想定しておく必要があるからで
す。もちろん、素朴な疑問として相談している場合
や単純に話を聴いて欲しいという場合も多いので、
そこは話を聴きながら判断する必要があります。相
談者にとってどれだけ有効な話をすることができる
か、問題の解決につながる答えに到達するための視
点が何処にあるのかを考えなければなりません。そ
れを話の中からどこまで探ることができるか、そこ
で気づいたことからどのような回答・アドバイスが
できるかが、相談を聴くうえで難しいところであり、
大切なところでもあると考えています。

相談の心構え

国 保 連 合 会 介 護 保 険 情 報 介護保険課

介護サービス以外の相談と相談を聴くうえで
心がけていること第4回

　令和 5年 4月から 12月までの相談は 126件でしたが、その中には介護サービスに関する相談ではない
ものも少なからずあります。例えば、医療に関する相談、障害者総合支援に関する相談、有料老人ホームに
関する相談、（利用者ではなく）家族に関する相談等です。
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（1）一般会計
　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 12億 2,243 万円としました。
　これは、令和 5年度当初予算と比較して 2億 7,481 万円、率にして18.35%の減となります。
 

 

（2）後期高齢者医療特別会計
　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 3,944 億 7,870 万 7千円としました。
　これは、令和 5年度当初予算と比較して170 億 3,549 万 1千円、率にして 4.51%の増となります。

令和6年度一般会計予算及び後期高齢者医療特別会計予算について

令和6年度歳入予算額　1,222,430（単位：千円） 令和6年度歳出予算額　1,222,430（単位：千円）

諸収入 2,819
0.23％

分担金及び負担金
1,217,609
99.61％

財産収入 1
0.00％

繰越金 2,000
0.16％

繰入金 1
0.00％

民生費
860,570
70.40％

総務費
357,008
29.21％

議会費 2,851
0.23％

公債費 1
0.00％

予備費 2,000
0.16％

令和6年度歳入予算額　394,478,707（単位：千円） 令和6年度歳出予算額　394,478,707（単位：千円）

国庫支出金
124,386,887
31.53％

支払基金交付金
154,192,927
39.09％

市町村負担金
78,511,805
19.90％

県支出金
33,098,605
8.39％

県支出金
33,098,605
8.39％

諸収入 603,817
0.16％

繰越金 7
0.00％

財産収入 130
0.00％

特別高額医療費
共同事業交付金
242,459
0.06％

保険給付費
391,605,947
99.27％

総務費
993,321
0.25％

諸支出金 76,677
0.02％

公債費 980
0.00％

予備費 5,000
0.00％

基金積立金 136
0.00％

保健事業費 1,553,986
0.40％

特別高額医療費
共同事業拠出金
242,660　0.06％

繰入金 3,442,069
0.87％

県財政安定化基金
借入金 1　0.00％
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　茨城県後期高齢者医療広域連合では、リーフレットを作成し、第三者行為の届け出の促進に取り組ん
でいます。

第三者行為届け出の周知広報について
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【
な
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、
診
療
報
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と
介
護
報
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の
同
時
改
定
な
の
か
】

2
0
2
4
年
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重
要
な
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で
す
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4
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適
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計
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査
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施
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医
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介
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険
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援
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康
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次
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開
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。
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療

報
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介
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障
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ー
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さ
れ
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ト
リ

プ
ル
改
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と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

診
療
報
酬
を
審
議
す
る
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医

協
）
で
も
多
剤
投
与
が
議
論
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
1
）

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
、
6
種
類
以
上
の
内
服
薬
を
使

用
す
る
患
者
の
割
合
は
75
歳
以
上
で
多
く
、調
剤
管
理
加
算
（
調

剤
管
理
料
の
加
算
）
に
お
い
て
も
同
様
に
75
歳
以
上
の
算
定
回

数
が
多
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
み
る
と
、

75
歳
以
上
で
61
％
で
す
が
、
60
歳
か
ら
74
歳
で
も
54
％
で
半
数

を
超
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
6
種
類
以
上
の
多
剤
投

与
の
人
を
抽
出
す
る
場
合
、
ま
ず
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

75
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
「
一
体
的
実
施
・
Ｋ
Ｄ
Ｂ
活
用
支
援
ツ
ー
ル
」
を
使
う
と
処

方
薬
剤
数
に
応
じ
て
抽
出
で
き
ま
す
が
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
の
本
体
を
使

う
こ
と
で
、
単
な
る
処
方
薬
剤
数
だ
け
で
は
な
く
、
疾
患
別
、

薬
効
分
類
別
に
対
象
を
絞
り
込
み
、
重
複
・
多
剤
投
与
の
実

態
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
の
本
体
は
74
歳
以
下
の

国
保
と
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
両
方
を
対
象
に
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
Ｋ
Ｄ
Ｂ
の
本
体
を
使
っ
て
解
説
し
ま
す
。

【
Ｋ
Ｄ
Ｂ
を
使
っ
て
対
象
者
を
抽
出
す
る
】

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
メ
ニ
ュ
ー
画
面
か
ら
場
所
を
探
す
の
は

少
し
面
倒
な
作
業
に
な
り
ま
す
。

図
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
ず
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
メ

ニ
ュ
ー
画
面
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。
画
面
1
番
左
の
上
か
ら
5

番
目
に
「
保
健
事
業
介
入
支
援
管
理
」
の
ボ
タ
ン
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
選
択
す
る
と
「
保
健
事
業
介
入
支
援
管
理
」
の
画
面
に

な
り
ま
す
。
次
に
、
右
の
列
の
上
か
ら
2
番
目
「
重
複
・
多
剤

処
方
の
状
況
」
を
選
択
す
る
と
「
重
複
・
多
剤
処
方
の
状
況
」

の
画
面
に
な
り
ま
す
。（
図
3
）

図
3
の
上
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
重
複
・
多
剤
処
方
の
状
況
」

画
面
で
す
。
右
か
ら
2
番
目
の
「
絞
込
み
」（
赤
枠
部
分
）
を

選
択
す
る
と
「
介
入
支
援
対
象
者
の
絞
込
み
（
服
薬
管
理
）」

画
面
に
な
り
ま
す
。（
図
3
：
左
下
）〈
処
方
条
件
〉
で
「
薬
効

分
類
設
定
」
を
選
択
す
る
と
薬
効
分
類
の
絞
込
み
画
面
（
図

3
：
右
下
）
に
な
り
ま
す
。

重
複
・
多
剤
投
与
、
重
複
・
頻
回

受
診
対
象
者
の
抽
出
方
法

第4回

図 3　重複・多剤処方の状況、薬効分類の絞込み

KDBから対象者を抽出する手順
１　国保データベース（KDB）システム　メニュー　画面を開き
　　一番左　上から 5番目　「保健事業介入支援管理」　を選択する。

２　保健事業介入支援管理　画面
　　右の「服薬管理」上から 2番目　「重複・多剤処方の状況」を選択する。

３　重複・多剤処方の状況　画面　（図 3：上）
　　 右から 2番目の「絞込み」（赤枠）を選択すると「介入支援対象者の
絞込み（服薬管理）」画面になる。

４　介入支援対象者の絞込み（服薬管理）」画面（図 3：左下）
　　〈処方条件〉で「薬効分類設定」を選択する。

５　薬効分類の絞込み　画面　（図 3：右下）
　　絞込み対象の　薬効分類番号　は医療費適正化の視点で選択します。
　　以下は、絞込みの例示です。いろいろとチャレンジしてみてください。

　　循環器疾患、脳心血管疾患に関連する薬剤の例示
　　211強心剤、212不整脈用剤、213利尿剤、214血圧降下剤
　　217血管拡張剤（虚血性心疾患用剤）、218高脂血症用剤、
　　219その他の循環器官用剤、333血液凝固阻止剤

　　糖尿病に関連する薬剤の例示
　　396糖尿病用剤

　薬効分類コードを参照し「絞込み対象」のラジオボタンを 1つ選択する。
　選択が終わったら「設定」をクリックする。
　「薬効分類の絞込み」画面が閉じ、「重複・多剤処方の状況」画面に戻る。

　※一度、「絞込みなし」を選択して、一覧表を出してみてください。
　　なぜ、KDBには薬剤の「絞込み」機能があるかを理解できると思います。

６　「重複・多剤処方の状況」画面で、「検索」（青枠）を選択します。

７　「介入支援対象者一覧（服薬管理）」画面が出てきます。（図 4）

図2　KDBから対象者を抽出する手順

図 1　厚生労働省　中医協（2023年 7月 28日）資料より
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絞
込
み
対
象
「
な
し
」
と
し
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、
全
て
の
薬
剤
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対
象
に
す

る
と
、
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す
ぎ
て
ど
こ
か
ら
手
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つ
け
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い
い
か
分
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ら
な
く

な
り
ま
す
。
1
度
、
た
め
し
に
出
し
て
重
複
・
多
剤
投
与
の
実

態
を
見
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
花
粉
症
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風
邪
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節
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流
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関
連
し
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剤
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も
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す
。

対
象
と
す
る
薬
剤
は
医
療
費
適
正
化
の
視
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絞
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む
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と
が
大
事
で
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国
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「
医
療
費
適
正
化
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
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本
的
な
方
針
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の
「
第
4
期
医
療
費
適
正
化

計
画
に
お
け
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し
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い
る
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糖
尿
病
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血
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脂
質
異
常
症
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虚
血
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疾
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血

管
疾
患
で
す
。
医
療
費
適
正
化
計
画
に
は
「
が
ん
」
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
特
定
健
診
・
保
健
指
導

に
も
「
が
ん
」
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
循
環
器
疾
患
、
心
血
管

疾
患
は
長
期
化
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繰
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的
に
介
護
保
険
に
も
影
響
し
て
く
る
の
で

す
。
が
ん
治
療
は
高
額
で
す
が
治
療
期
間
は
循
環
器
疾
患
と
比

較
す
る
と
短
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際

に
自
分
の
市
町
村
の
実
態
、
高
額
医
療
費
に
な
っ
た
住
民
の
過

去
5
年
間
の
治
療
状
況
に
つ
い
て
Ｋ
Ｄ
Ｂ
デ
ー
タ
を
使
っ
て
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
市
町
村
の
現
状
を
、
是
非
、
把

握
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
絞
込
み
機
能
を
使
っ
て
対
象
を
明
確
に
す
る
】

ま
ず
、
高
血
圧
な
ど
の
循
環
器
疾
患
に
関
連
す
る
薬
剤
を
選

択
し
ま
す
。「
疾
病
分
類
設
定
」も
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
回
は
「
絞
込
み
対
象
」
の
ラ
ジ
オ
ボ
タ
ン
で
図
2
に
あ
る
薬

効
分
類
か
ら
1
つ
を
選
択
し
ま
す
。

循
環
器
疾
患
関
係
は
、
強
心
剤
（
2
1
1
）、
不
整
脈
用
剤

（
2
1
2
）、
利
尿
剤
（
2
1
3
）、
血
圧
降
下
剤
（
2
1
4
）、

血
管
拡
張
剤
（
虚
血
性
心
疾
患
用
剤
）（
2
1
7
）、
高
脂
血
症

用
剤
（
2
1
8
）、
そ
の
他
の
循
環
器
官
用
剤
（
2
1
9
）
が

候
補
に
な
り
ま
す
。
心
房
細
動
な
ど
の
不
整
脈
が
原
因
で
脳

梗
塞
の
可
能
性
が
あ
る
人
に
処
方
さ
れ
る
血
液
凝
固
阻
止
剤

（
3
3
3
）
も
対
象
に
入
れ
ま
す
。
一
度
、
こ
れ
ら
を
選
択
し

て
、
ど
の
よ
う
な
一
覧
表
が
出
て
く
る
か
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
同
じ
薬
効
な
の
に
複
数
の
薬
が
処
方
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
こ
と
が
解
決
す
べ
き
課

題
な
の
で
す
。
高
血
圧
に
つ
い
て
は
、
日
本
高
血
圧
学
会
か
ら

2
0
1
9
年
に
「
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
出
て
お
り
、

薬
物
に
よ
る
治
療
の
最
終
目
的
は
脳
心
血
管
疾
患
発
症
の
予
防

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
薬
物
治
療
の
目
標
達
成
率
は
服

用
者
の
半
数
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
治
療

の
最
終
目
的
で
あ
る
脳
血
管
疾
患
の
発
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
薬

物
治
療
だ
け
で
な
く
、
減
塩
や
禁
煙
な
ど
の
食
事
指
導
、
生
活

指
導
も
大
事
で
す
。
医
療
費
適
正
化
の
目
標
で
あ
る
、
脳
心
血

管
疾
患
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
を
活
用
し
た
き
め
細
か

い
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

糖
尿
病
関
係
は
糖
尿
病
用
剤
（
3
9
6
）
を
選
択
し
ま
す
。

糖
尿
病
に
つ
い
て
は
、
日
本
糖
尿
病
学
会
の
「
糖
尿
病
治
療
ガ

イ
ド
」
が
2
年
毎
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
治
療
薬
の

進
歩
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、一
方
で
、「
や

せ
薬
」
と
し
て
糖
尿
病
の
治
療
薬
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

糖
尿
病
の
治
療
目
的
以
外
に
使
わ
れ
る
た
め
安
定
供
給
の
問
題

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
薬
効
分
類
の
絞
込
み
」
画
面
で
薬
効
分
類
を
選
択
し
た
後
、

「
戻
る
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
絞
込
み
条
件
を
保
持
し
た
状

態
の
「
重
複
・
多
剤
処
方
の
状
況
」
画
面
へ
戻
り
ま
す
。「
重
複
・

多
剤
処
方
の
状
況
」
画
面
の
1
番
右
端
に
あ
る
「
検
索
」（
図

3
上
：
青
枠
部
分
）
を
選
択
す
る
と
、
絞
込
み
の
条
件
に
基
づ

い
た
対
象
者
一
覧
が
出
て
き
ま
す
。（
図
4
）

【
重
複
・
頻
回
受
診
の
対
象
者
の
抽
出
】

重
複
・
多
剤
処
方
の
や
り
方
が
分
か
れ
ば
、
重
複
・
頻
回
受

診
の
対
象
者
の
抽
出
も
同
じ
よ
う
に
で
き
ま
す
。

複
数
の
医
療
機
関
か
ら
同
一
成
分
の
薬
剤
の
処
方
を
受
け
て

お
り
処
方
日
数
の
合
計
が
60
日
以
上
の
者
、
3
か
月
連
続
し
て

同
一
月
に
3
か
所
以
上
の
医
療
機
関
よ
り
同
一
の
薬
効
の
薬
剤

の
投
与
を
受
け
て
い
る
者
な
ど
、
レ
セ
プ
ト
等
の
活
用
に
よ
り
、

対
象
者
を
抽
出
し
た
上
で
、
そ
の
者
に
対
し
て
服
薬
情
報
の
通

知
や
個
別
に
訪
問
・
指
導
す
る
な
ど
の
取
組
を
実
施
し
て
い
る

保
険
者
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
疾
患
は
ど
の
よ
う
な
疾
患
で
し
ょ

う
か
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

ぜ
、
国
は
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
改
定
を
同
時
に
実
施
す
る

の
か
、
医
療
費
適
正
化
計
画
、
医
療
計
画
、
介
護
保
険
計
画
を

一
体
的
に
実
施
す
る
の
か
、
是
非
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

千
葉
大
学
客
員
教
授
（
医
療
政
策
学
）

（
元
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）

矢
島　
鉄
也

図 4　介入支援対象者一覧（服薬管理）
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図 1　健診・医療・介護データからみる地域の健康課題

り
、
グ
ラ
フ
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
か
な
。

そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
歯
科
の
一

人
当
た
り
医
療
費
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す

か
？

画
面
を
少
し
下
に
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
も
ら

う
と
、「
歯
科
」
と
い
う
水
色
の
四
角
い

枠
が
出
て
く
る
よ
。（
図
2
）

こ
こ
に
歯
科
の
一
人
当
た
り
医
療
費
が
あ

る
よ
。

あ
り
ま
し
た
。
い
く
つ
か
表
が
あ
り
ま

す
が
・
・
・
。

一
人
当
た
り
医
療
費
は
、
⑰
の
「
医
療
費

第12回　歯科医療費はどこから確認するの？

ひ
ば
り
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
そ
の
後
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
い
か
が
か
な
？

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
終
了
し
て
、
も

う
一
息
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
言
え

ば
思
い
出
し
た
ん
で
す
け
ど
、
K
D
B

シ
ス
テ
ム
で
歯
科
の
医
療
費
を
集
計
し

諸
率
」
に
な
る
よ
。
自
分
の
保
険
者
以

外
に
、
県
内
平
均
や
国
平
均
、
同
規
模

比
較
も
あ
る
よ
。（
図
3
）

1
点
注
意
点
が
あ
っ
て
、
作
成
年
月
を

「
年
度
（
累
計
）」
で
選
択
し
た
場
合
も
、

表
示
さ
れ
て
い
る
医
療
費
は
、
月
平
均

の
数
値
に
な
っ
て
い
る
よ
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
⑮
の
グ
ラ
フ
は
、

ど
の
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で

す
か
？

こ
れ
は
、
一
人
当
た
り
医
療
費
の
経
年
変

化
の
グ
ラ
フ
に
な
る
よ
。
令
和
5
年
度
を

選
択
し
た
状
態
で
表
示
さ
せ
る
と
、
5

K D B
国保データベース

システム相談室 

て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
し
た
か
？
今

回
の
計
画
に
は
入
れ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
歯
科
の
項
目
も
入
れ
た
方
が
良
い

の
で
は
と
の
意
見
が
策
定
過
程
で
あ
っ

た
ん
で
す
よ
。

歯
科
の
医
療
費
と
い
う
の
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
も
の
を
想
定
し
て
い
る
か
な
？

そ
う
で
す
ね
・
・
・
ま
ず
は
、
一
人
当
た

り
医
療
費
を
経
年
的
に
把
握
で
き
れ
ば
。

そ
の
他
に
お
す
す
め
の
数
値
は
あ
り
ま

す
か
？

今
ま
で
紹
介
し
て
い
な
か
っ
た
帳
票
で

「
健
診
・
医
療
・
介
護
デ
ー
タ
か
ら
み
る

地
域
の
健
康
課
題
」
と
い
う
帳
票
が
あ

る
の
で
さ
っ
そ
く
開
い
て
み
よ
う
。

(
ロ
グ
イ
ン
中)

シ
ス
テ
ム
を
開
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、「
地
域
の
全
体
像
の
把
握
」

の
下
の
「
健
診
・
医
療
・
介
護
デ
ー
タ
か

ら
み
る
地
域
の
健
康
課
題
」
を
開
い
て

み
よ
う
。

開
き
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
も
あ
る
帳
票
な

ん
で
す
ね
。（
図
1
）

こ
の
帳
票
も
地
域
の
全
体
像
の
把
握
と

似
て
い
る
け
れ
ど
、
画
面
の
上
の
方
に
市

町
村
の
人
口
や
被
保
険
者
数
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
て
、
健
診
・
医
療
・
介
護
の

情
報
が
区
分
ご
と
に
表
示
さ
れ
て
い
る

よ
。

地
域
の
全
体
像
の
把
握
よ
り
何
と
な
く

見
や
す
い
気
が
し
ま
す
ね
。

1
つ
1
つ
の
数
値
が
表
に
な
っ
て
い
た

図 2
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し
て
い
る
か
と
い
う
数
値
だ
よ
。た
だ
し
、

レ
セ
プ
ト
件
数
で
割
っ
て
い
る
の
で
、
人

数
に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
。

実
際
の
数
値
で
は
、
1
7
8
な
の
で
、

千
人
の
う
ち
1
7
8
人
く
ら
い
が
受
診

し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
ね
。
そ
れ

と
、
⑰
の
表
の
脇
に
、
別
の
図
が
あ
り

ま
す
ね
。

こ
ち
ら
は
、「
受
診
率
と
一
人
当
た
り
医

療
費
の
相
関
図
」に
な
る
よ
。
横
軸
が「
受

診
率
」、
縦
軸
が
「
一
人
当
た
り
医
療
費
」

に
な
る
よ
。（
図
5
）

そ
う
す
る
と
一
人
当
た
り
医
療
費
も
高

受診率
県　　　　154,870

県
1,945円

低 高

低

受診率と1人当たり医療費の相関図

�
人
当
�
�
医
療
費

保険者（178,927、2,271円）

図 5
受診率（計算式）
レセプト件数 ÷ 被保険者数 × 1000
受診率と 1人当たり医療費の相関図ご不明な点がございましたら、下記までEメー

ルや電話等でお問い合わせください。操作支
援をご希望の場合、本会での個別支援や訪問
支援を実施しておりますのでお気軽にご連絡
ください。
　茨城県国民健康保険団体連合会
　保健事業課　保健事業係
　TEL：０２９（３０１）１５５３
　FAX：０２９（３０１）１５７５
　Email：jigyou@ibaraki-kokuhoren.or.jp

ＫＤＢシステムについての
お問い合わせはこちらまで

年
分
の
グ
ラ
フ
が
表
示
さ
れ
て
い
る
よ
。

こ
の
グ
ラ
フ
は
、
見
や
す
く
て
参
考
に

な
り
ま
す
。
被
保
険
者
向
け
の
説
明
に

も
使
え
そ
う
で
す
ね
！

P
D
F
で
、
こ
の
帳
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
事
も
可
能
だ
よ
。

あ
れ
っ
？
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
る
の
は

C
S
V
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
？

画
面
の
上
の
方
に
「
印
刷
」
と
い
う
ボ

タ
ン
が
あ
っ
て
、
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、
P
D
F
の
画
面
が
展
開
さ
れ
る
よ
。

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
印
刷
す
る
事
も
可

能
だ
し
、
保
存
し
て
そ
の
ま
ま
資
料
と

す
る
事
も
出
来
る
よ
。（
図
4
）

今
ま
で
、
K
D
B
を
閲
覧
す
る
事
ば
か

り
で
、
実
際
に
印
刷
を
し
た
事
が
な
か
っ

た
の
で
こ
れ
か
ら
は
や
っ
て
み
ま
す
。
そ

れ
と
、
⑰
の
一
人
当
た
り
医
療
費
の
脇
に

「
受
診
率
」
と
あ
り
ま
す
ね
。

こ
の
受
診
率
は
ど
ん
な
数
値
で
す
か
？

被
保
険
者
千
人
当
た
り
の
歯
科
レ
セ
プ

ト
件
数
を
集
計
し
て
い
る
も
の
に
な
る

ん
だ
け
ど
・
・
・
。

被
保
険
者
千
人
当
た
り
の
歯
科
レ
セ
プ

ト
件
数
で
す
か
・・・
。
な
ん
だ
か
イ
メ
ー

ジ
が
湧
か
な
く
て
。

計
算
式
は
下
の
図
5
の
と
お
り
だ
よ
。

歯
科
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
人
数
の

目
安
と
い
う
感
じ
で
す
か
？

月
に
千
人
当
た
り
何
人
く
ら
い
が
受
診

図 3

く
、
受
診
率
も
高
い
エ
リ
ア
に
い
ま
す
。

今
ま
で
の
数
値
も
こ
ん
な
傾
向
だ
っ
た

の
か
・
・
・
。

こ
れ
ま
で
の
状
況
は
、「
作
成
年
月
」
を 

変
更
し
て
見
て
み
て
ね
。

印刷ボタンをクリックすると、

PDFで表示されます。

図 4
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ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務

　

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
保
険
料
（
税
）

収
納
率
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
は
、

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
（
茨

城
県
作
成
）
に
お
け
る
「
収
納
対
策
の

強
化
に
資
す
る
取
組
」
に
基
づ
き
行
っ

て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
保
険
料
（
税
）
収
納

率
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
実
施

要
領
（
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
作
成
）
に
よ
り
ま
す
。
具
体
的
な

実
施
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
内
容
を
中
心
に
、
派
遣
対
象
市
町

村
の
実
情
に
即
し
た
助
言
等
を
行
う
。

○ 

関
係
資
料
か
ら
の
調
査
・
分
析
に
関

す
る
こ
と
。

○ 
収
納
体
制
・
収
納
対
策
に
関
す
る
こ

と
。

○
滞
納
事
案
に
関
す
る
こ
と
。

○ 

効
果
的
な
収
納
方
法
の
事
例
等
に
関

す
る
こ
と
。

○ 

そ
の
他
、
収
納
率
向
上
対
策
に
関
す

る
こ
と
。

最
近
3
年
間
の
支
援
内
容

　
滞
納
整
理
計
画
・
進
行
管
理
の
支
援

　

派
遣
市
町
村
と
年
度
当
初
（
4
月
）

に
具
体
的
支
援
内
容
（
方
法
）
を
協

議
し
ま
す
。
協
議
内
容
は
、
支
援
市
町

村
の
滞
納
整
理
に
お
け
る
課
題
、
問
題

点
（
組
織
体
制
、
担
当
職
員
の
ス
キ
ル
、

人
材
育
成
等
）、
今
後
の
取
組
方
法
に

な
り
ま
す
。

　

滞
納
整
理
計
画
の
作
成
が
不
十
分

保
険
料（
税
）収
納
率
向
上
対
策

保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
業
務
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

坂
本　
均

（
作
成
は
し
て
い
る
が
毎
年
同
じ
計
画

等
）
な
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

組
織
体
制
、
担
当
職
員
の
経
験
等
を

踏
ま
え
て
滞
納
整
理
計
画
の
策
定
支
援

（
助
言
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

滞
納
整
理
は
進
行
管
理
が
重
要
で
、

「
目
標
管
理
」「
行
動
計
画
」「
事
案
管

理
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
、
実
践
的
な

助
言
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

目
標
管
理
、
行
動
計
画
は
現
状
の
分
析

か
ら
『
無
理
の
な
い
目
標
値
・
行
動
計

画
』
の
助
言
と
し
て
い
ま
す
。
支
援
市

町
村
と
の
信
頼
関
係
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
立
場
を
踏
ま
え
て
の
支
援
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

事
案
管
理
は
、
管
理
様
式
の
作
成

支
援
か
ら
、
管
理
監
督
者
の
「
事
案
管

理
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
の
実
践
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
事
案
管
理
が
滞
納
整
理

の
進
行
管
理
で
は
一
番
重
要
に
な
り
ま

す
。
事
案
管
理
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
徴

収
担
当
者
の
育
成
と
共
に
監
督
者
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
滞
納
整
理
に
対

す
る
取
組
に
つ
い
て
組
織
内
の
統
一
化

が
図
ら
れ
ま
す
。
支
援
市
町
村
職
員
か

ら
は
好
感
を
持
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
整
理
困
難
事
案
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

支
援
市
町
村
の
要
望
が
一
番
多
い
の

は
、
整
理
困
難
事
案
の
具
体
的
な
滞
納

整
理
方
法
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。
具

体
的
な
事
案
と
し
て
は
、
長
期
滞
納
者

の
滞
納
整
理
、
外
国
人
滞
納
者
の
滞
納

整
理
、
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
世

帯
主
課
税
の
対
応
、
不
動
産
差
押
（
塩

漬
け
状
態
）
の
長
期
（
高
額
）
滞
納
者

の
滞
納
整
理
等
で
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
は
、

滞
納
者
の
整
理
経
過
の
確
認
か
ら
、
財

産
調
査
の
状
況
、
現
地
滞
納
整
理
の

状
況
を
踏
ま
え
て
、「
納
め
な
い
滞
納

者
」
は
更
な
る
財
産
調
査
、
差
押
え
等

の
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
納
め
ら

れ
な
い
滞
納
者
」
と
判
断
で
き
る
場
合

は
、
滞
納
処
分
の
停
止
（
一
部
執
行
停

止
を
含
む
）
の
推
進
を
助
言
し
て
い
ま

す
。
支
援
市
町
村
は
、「
滞
納
処
分
の

停
止
」
に
係
る
適
正
な
処
理
推
進
に
よ

り
、
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
率
が
向
上
し

て
い
ま
す
。
支
援
市
町
村
職
員
と
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
も
に
そ
の
成
果
に
喜
び
と

達
成
感
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
不
動
産
公
売
の
実
践
支
援

　

支
援
市
町
村
に
お
い
て
は
、
茨
城
租

税
債
権
管
理
機
構
勤
務
経
験
職
員
も
多

数
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
元
市
町
村



27 茨城の国保 549

に
戻
っ
て
か
ら
は
、
組
織
体
制
、
人
員

等
か
ら
「
不
動
産
公
売
が
出
来
な
い
状

況
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
支
援
は
、

不
動
産
公
売
案
件
の
選
定
、
公
売
決
議
、

会
場
公
売
の
準
備
、
公
売
公
報
等
の
確

認
と
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
売
当

日
は
、「
第
三
者
見
守
り
」
の
立
場
か

ら
適
正
な
公
売
執
行
の
助
言
を
し
て
い

ま
す
。
実
際
に
不
動
産
公
売
を
支
援
し

た
市
町
村
に
お
い
て
は
、
2
年
連
続
単

独
会
場
公
売
を
行
い
、
県
、
該
当
市
町

村
内
部
（
幹
部
）
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
お
り
ま
す
。」

　
内
部
研
修
の
支
援

　

各
市
町
村
担
当
職
員
の
内
部
研
修

は
、
研
修
の
重
要
性
を
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
研
修
講
師
、
研
修
時
間
の

確
保
等
か
ら
、
実
施
が
難
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
支
援
市
町
村
の
内
部

研
修
の
支
援
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
研

修
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。「
滞
納
整

理
の
基
本
」「
地
方
税
総
則
の
ポ
イ
ン

ト
」「
納
税
相
談
」「
滞
納
処
分
の
停
止
」

を
支
援
市
町
村
の
勤
務
体
制
を
考
慮

し
、
午
前
、
午
後
の
2
部（
各
90
分
）方

式
、
又
は
2
時
間
講
義
等
に
な
り
ま
す
。

　
事
務
研
修
会
、
支
部
研
修
会

　

毎
年
、
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
室
と

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
共

催
に
よ
る
事
務
研
修
会
の
講
師
と
し
て

次
の
よ
う
な
研
修
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
2
年
度
「
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
」「
外
国

人
に
お
け
る
徴
収
率
対
策
に
つ
い
て
」、

令
和
3
年
度
「
滞
納
整
理
の
ポ
イ
ン

ト
」、
令
和
4
年
度
「
滞
納
整
理
の
納

税
相
談
」「
滞
納
整
理
の
財
産
調
査
」、

令
和
5
年
度
（
グ
ル
ー
プ
討
議
「
長
期

滞
納
事
案
の
滞
納
整
理
」「
滞
納
処
分

の
停
止
の
事
務
処
理
」）、
ま
た
、
令
和

4
年
度
は
国
保
連
合
会
県
北
支
部
研
修

会
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

及
び
介
護
保
険
料
の
滞
納
整
理
」
を
実

施
ま
し
た
。

　
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務

　

県
内
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
の
滞
納
整
理
は
、
担
当
職
員
の

長
年
の
努
力
に
よ
り
、
徴
収
率
の
向
上
、

収
入
未
済
額
の
縮
減
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
全
国
的
な
比
較
、
一

般
税
の
徴
収
率
か
ら
検
証
す
る
と
課
題

も
多
く
、
適
正
・
公
平
な
滞
納
整
理
を

更
に
実
行
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
、
滞
納

整
理
を
推
進
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
具
体
的
な
支
援
は
、
支
援
市

町
村
と
協
議
に
よ
り
、
市
町
村
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
に
な

り
ま
す
。

【
参
考
】

・ 
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
支
援
市
町
村
に
行
っ

た
助
言
、
提
案
に
係
る
報
告
（
書
）
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
係
る
報
酬
（
日
当
）、

旅
費
は
全
て
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
の
負
担（
支
払
）に
な
り
ま
す
。

坂本　均　プロフィール
平成 22年 茨城県総務部税務課徴収強化対策室　課長補佐
平成 23年 茨城県水戸県税事務所　次長兼収税第一課長
平成 27年 茨城県常陸太田県税事務所長
平成 29年～ 茨城租税債権管理機構　研修講師
令和 2 年～  茨城県国民健康保険団体連合会保険料（税）収納率

向上アドバイザー
令和 3年 税理士登録
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医 療 費 の 状 況
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①被保険者数の推移 （人）

審 査 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
国 保 計 622,717 619,177 615,387 620,761 617,389 613,282 610,205 607,278 605,724 604,587 601,403 598,978
対前月差 -3,610 -3,540 -3,790 5,374 -3,372 -4,107 -3,077 -2,927 -1,554 -1,137 -3,184 -2,425

後期高齢者 447,234 449,039 451,134 452,854 454,152 455,222 456,402 457,645 458,779 459,850 461,174 461,764
対前月差 2,324 1,805 2,095 1,720 1,298 1,070 1,180 1,243 1,134 1,071 1,324 590

※被保険者マスターより作成。各審査月の前月末現在の人数。

②件数の推移

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
 国　保　計 785,388 784,573 857,994 802,798 803,423 826,427 816,647 790,764 800,267 825,950 793,255 833,464
 後期高齢者 952,598 947,476 1,024,478 995,502 998,790 1,019,215 1,013,033 998,315 1,015,621 1,039,500 1,013,154 1,054,946
 対前年度比（国保計） 0.98 1.01 0.98 0.94 0.98 0.97 0.97 0.95 0.97 0.99 0.96 0.99 
 対前年度比（後期） 1.05 1.07 1.05 1.03 1.06 1.04 1.04 1.03 1.03 1.06 1.04 1.05 

③費用額の推移

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
 国　保　計 17,656,382 17,471,884 19,524,211 17,931,245 18,205,908 18,709,799 18,292,676 18,115,222 17,969,669 18,491,644 18,084,293 18,440,701
 後期高齢者 31,337,452 30,775,290 34,331,489 31,493,682 32,550,016 32,678,545 32,197,800 32,684,259 32,552,620 33,098,313 32,248,248 33,395,397
 対前年度比（国保計） 0.97 1.01 0.99 0.97 1.00 0.97 0.98 0.99 0.99 0.99 0.98 1.00 
 対前年度比（後期） 1.05 1.10 1.10 1.05 1.08 1.05 1.06 1.09 1.07 1.05 1.05 1.07 

④ 1人当たり費用額の推移（③／①）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
 国　保　計 28,354 28,218 31,727 28,886 29,489 30,508 29,978 29,830 29,666 30,586 30,070 30,787
 後期高齢者 70,069 68,536 76,100 69,545 71,672 71,786 70,547 71,418 70,955 71,976 69,926 72,321
 対前年度比（国保計） 1.01 1.06 1.04 1.03 1.05 1.03 1.03 1.04 1.04 1.04 1.03 1.04 
 対前年度比（後期） 1.01 1.06 1.06 1.00 1.04 1.01 1.02 1.05 1.03 1.01 1.01 1.03 

⑤ 1件当たり費用額の推移（③／②）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
 国　保　計 22,481 22,269 22,756 22,336 22,660 22,639 22,400 22,909 22,455 22,388 22,798 22,125
 後期高齢者 32,897 32,481 33,511 31,636 32,589 32,062 31,784 32,739 32,052 31,841 31,830 31,656
 対前年度比（国保計） 0.99 1.01 1.01 1.03 1.02 1.00 1.01 1.04 1.01 1.00 1.02 1.01 
 対前年度比（後期） 1.00 1.03 1.04 1.01 1.02 1.01 1.02 1.06 1.04 0.99 1.01 1.02 
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介 護 保 険 の 状 況
①認定者数の推移 （人）
審 査 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
認定者数 146,572 145,829 146,605 147,096 147,714 148,325 148,788 149,243 149,495 150,151 150,497 150,702 
対前月差 -452 -743 776 491 618 611 463 455 252 656 346 205 

※認定者数は、審査月の前月の（サービス提供月）末時点若しくはその月途中で資格喪失した場合は直近の要支援、要介護の認定者数である。

②受給者数の推移 （人）
審 査 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
受給者数 131,429 131,277 132,825 133,328 133,880 134,701 135,321 134,671 135,223 135,972 136,541 136,979
対前月差 -1,740 -152 1,548 503 552 821 620 -650 552 749 569 438 

※受給者数は、認定者のうち、現物給付を受けた人数であり、明細書を被保険者番号で名寄せした件数。

③費用額の推移

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
 費用額 20,284,655 19,301,971 21,397,349 20,727,436 21,448,444 21,088,272 21,507,012 21,318,432 21,048,287 21,611,778 21,240,029 21,528,978
 対前年度比 1.00 1.02 1.04 1.02 1.03 1.02 1.03 1.03 1.03 1.02 1.03 1.04 

※費用額とは保険給付額、総合事業費、公費負担額、利用者負担額、特定入所者介護サービス費等費用額を合計した額（食事提供費含む）である。

④ 1人当たり費用額の推移（③／②）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
 1人当たり費用額 154,339 147,032 161,094 155,462 160,206 156,556 158,933 158,300 155,656 158,943 155,558 157,170
 対前年度比 0.99 1.00 1.01 0.99 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.01 

①件数の推移 （件）
審 査 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
障 害 者 31,053 31,074 32,667 32,628 32,376 33,083 32,424 32,817 34,302 33,242 32,871 33,706 
対前月差 -10 21 1,593 -39 -252 707 -659 393 1,485 -1,060 -371 835 
障 害 児 15,721 15,498 16,797 15,935 16,002 16,262 16,534 16,177 17,617 16,956 17,066 17,462 
対前月差 330 -223 1,299 -862 67 260 272 -357 1,440 -661 110 396 

②費用額の推移

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
 障害者 4,814,210 4,572,410 5,205,887 4,994,432 5,248,781 5,231,610 5,173,956 5,322,291 5,169,378 5,416,522 5,214,840 5,337,234
 障害児 1,155,598 1,169,789 1,361,302 1,230,871 1,297,833 1,328,231 1,356,520 1,377,036 1,345,291 1,364,880 1,347,900 1,354,811
 対前年度比（障害者） 1.07 1.11 1.09 1.08 1.10 1.08 1.09 1.09 1.09 1.09 1.08 1.09 
 対前年度比（障害児） 1.25 1.33 1.28 1.19 1.23 1.15 1.20 1.19 1.17 1.17 1.15 1.17 

③ 1件当たり費用額の推移（②／①）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R6/1 月
 障害者 155,032 147,146 159,362 153,072 162,120 158,136 159,572 162,181 150,702 162,942 158,646 158,347
 障害児 73,507 75,480 81,044 77,243 81,104 81,677 82,044 85,123 76,363 80,495 78,982 77,586
 対前年度比（障害者） 1.01 1.02 1.03 1.03 1.04 1.01 1.02 1.02 1.02 1.02 1.01 1.00 
 対前年度比（障害児） 1.09 1.12 1.10 1.07 1.08 1.01 1.07 1.06 1.04 1.05 1.04 1.04 

障害者総合支援給付費の状況



特定健診受診促進月間（令和 6年 9月）
　県内の国保被保険者に対して、特定健診受診について広報・啓発活動など各種事業を実
施し、受診率の向上を目的とします。

令和6年度は、4つの「共同対策月間」を設置します

第三者行為求償強化月間（令和 6年 10月）
　県内の国保被保険者に対して、第三者行為発生時の届出について広報・啓発活動など各
種事業を実施し、届出の促進を目的とします。

国保料（税）収納促進月間（令和 6年 11月）
　県内の国保被保険者に対して、国保料（税）の納付について広報・啓発活動など各種事
業を実施し、国保料（税）の収納率向上を目的とします。

　令和 5年度茨城県国保事業充実強化推進委
員会において、令和 6年度茨城県国保事業充実
強化推進運動（新・国保 3%推進運動）方針及
び令和 6年度「共同対策月間」の設置について
協議し、下記のとおり、4つの「共同対策月間」
を実施することが決定しました。

糖尿病対策月間（令和 6年 11月）
　県内の国保被保険者に対して、糖尿病予防・重症化予防について広報・啓発活動など各
種事業を実施し、糖尿病予防に関する意識の向上を目的とします。

令和 6年度　茨城県国保事業充実強化推進運動
（新・国保 3％推進運動）について

1　収納率向上対策
国保保険料（税）の収納率
を1%以上引き上げること

2　医療費適正化対策
医療費適正化対策により、
国保医療費の1%以上の財
政効果を上げること

3　保健事業対策
保健事業費として国保保険
料（税）の 1%以上を確保
すること

新・国保 3%推進運動について
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 情報管理係 
・ 国保連医療保険ネットワーク、市町村及び
国保組合とのネットワーク等に関すること。

・ 国保情報集約システム、国保情報ネットワー
ク、電子帳票システム等に関すること。

・ IT 施策の企画、調整及び推進、新規システ
ムの導入等に関すること。

・ 情報処理装置の設置、保守及び管理等に関
すること。

・電算処理問題検討委員会に関すること。

 システム運用係 
・ 国保総合システム、審査支払系（レセプト電算処理、請求支払）、保険者サービス系（保険者給付、
レセプト点検）、後期高齢者医療請求支払システム等に関すること。

・医療福祉費審査支払処理業務等に関すること。
・保険者事務共同電算処理業務に関すること。
 

 後期高齢者医療広域連合駐在 
・ 後期高齢者医療広域連合電算処理（標準）システム
運用管理業務に関すること。

・ 被保険者の資格等の確認に係る業務に関すること。
・ 資格、賦課、収納、給付に係るデータ作成等業務に
関すること。

・ 高額療養費、高額介護合算療養費及び葬祭費等の申請書入力業務に関すること。
・ レセプト等の照会、個人情報開示請求等に関すること。
 ・広域連合における業務に係る支援及び補助業務に関すること。

〇令和 5年分から市町村国保における医療費通知書の作成回数と様式が変更になりました。

診療分 令和４年 12 月診療分まで 令和５年１月診療分から

作成回数／年 ５回 ２回※

様式 ハガキ A４用紙（封書）

　※各市町村への納品時期について
　　・第 1回（1～ 10 月診療分）：翌年 1月下旬
　　・第 2回（11 ～ 12 月診療分）：翌年 3月中旬

　情報システム課は、情報管理係、システム運用係、及び後期高齢者医療広
域連合駐在で構成されています。
　今回は各係の主な業務と市町村国保における医療費通知書の変更点をご紹
介いたします。

国保連合会の業務を紹介す
るコーナーです。今回は情報
システム課です。

情報システム課
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令和5年度レセプト点検担当者研修講座
 ―1/11（木）
　レセプト点検を自市
町村で実施している保
険者を対象に標記研修
会を4年ぶりに集合形
式で開催し、疑義申出

の対象となる事例や審査の結果原審となった事例などに
ついて説明した。9保険者26名が出席し、参加者からは
「意見交換ができ有意義だった。」との声があった。

令和5年度第2回経営計画推進委員会 ―1/25（木）
　委員任期満了により
3名の委員（再任 2名、
新任 1名）を委嘱し、
標記委員会を開催した。
　委員会では、「第5次
中期経営計画の目的」、
「本会の経営理念と取り巻く環境の変化」、「第4次中期経
営計画の取組結果」、「第5次中期経営計画（目標と取組）」
について協議いただいた。

令和5年度特定健診受診率向上研修会
 ―1/26（金）
　標記研修会を集合
形式及びオンライン
形式で開催し、「第 4
期特定健診・特定保
健指導の見直しに係

る特定健診等データ管理システムのシステム改修につい
て」、「受診率を上げるための重要な考え方」などを説明
した他、自治体の抱える課題についてグループ討議した。

令和5年度第2回高齢者の保健事業と介護予防等の
一体的な実施に係る研修会
 ―1/31（水）・2/1（木）
　高齢者の保健事業の実施にあ
たって、「令和 5年度及び令和
6年度の一体的事業について」
説明するとともに、KDBに関す
る留意事項やKDBシステムを活用した事業対象者の登録
について、実機を使用した研修を行った。
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編集後記
　本年度もお忙しい中、皆様にご協力いただき計画通りに発行することができました。ありがとうございま
した。研修会や会議の写真撮影の技術が何年経っても向上しないと悩んでいます。来年度も引き続きよろし
くお願いいたします。 （N母さん）
　取材の合間のお昼ご飯が楽しみです。庁舎近くのおいしいごはん屋さんがあればぜひ教えてください !

（Mファーム）
　令和 6年能登半島地震で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　被害を受けられた皆様の安全と1日も早く平穏な生活に戻られますことを心からお祈り申し上げます。

（Kコーチ）

5月  令和6年度第1回広報委員会
6月 令和6年度第1回出納検査
 監事監査
 令和6年第3回理事会

今後
の予定
4 月～

　令和 6年 1月 31 日（水）に、水戸市内で標記定期
総会及び会長会設立 65 周年記念事業が開催された。
総会の開会にあたり、小池副会長（ひたちなか市国保
運営協議会長）のあいさつの後、来賓の茨城県保健医
療部保健政策課国民健康保険室長の増田道也氏からあ
いさつをいただいた。
　その後、小池副会長が議長を務め議事に入り、議決
事項として、「令和 4年度事業報告及び歳入歳出決算
の認定について」、「令和 6年度事業計画及び歳入歳出予算について」など 4件
が上程され、審議の結果、全議案とも原案のとおり可決承認された。
　総会終了後に開催した、会長会設立 65 周年記念事業では、多年にわたる本会
長会の事業運営及び市町村国保の運営に対する貢献を称え、退任役員 8名、退
任市町村国保運営協議会長 1名並びに功労者 38 名に対し感謝状と記念品の贈呈

が行われた。
　表彰式終了後には、記念講演として落語家の林家ひろ木氏
より「笑いと健康」と題し講演いただいた。
　元気の秘訣は、「良く笑う」「家族」「生涯現役思考」で、楽しいことを考え、面白い事
を探す。笑いの効果は、リウマチの痛みに効いたり、がんや認知症の予防になる。また、
家族は異変に気付いてくれたり、食事の管理をしてくれる。さらに、検診、ドックを受診
したり、歯を大切にするなど、健康に過ごすコツについて、ユーモアを交えた軽快なトー
クで会場は笑いに包まれ盛会のうちに閉会した。

監査報告をする
藤井監事
（小美玉市）

増田国民健康
保険室長

小池副会長
（ひたちなか市）

表彰式の様子

落語家
林家ひろ木氏

茨城県国民健康保険運営協議会長会令和6年定期総会
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0120-102525 ●ホームページアドレス●　http：//www.tkhs.co.jp/

お問い合わせ・ご注文は電話またはFAXで
〒113-0021　東京都文京区本駒込2丁目29番22号
電話（03）5977-0300　FAX（03）5977-0311

この他にも●健康づくり事業●高齢者対策事業●制度の趣旨普及●医療費の適正化●収納率向上、等お手伝いいたします。

東京法規出版　パンフレットのご案内です！
医療費適正化に

特定健診受診勧奨に 特定保健指導対象者に特定健診の結果通知に

国保制度の啓発に

健診結果に合わせた
健康づくり

A4判/24頁
カラー
定価220円

監修／（公財）
結核予防会
総合健診推進
センター所長
宮崎　滋

A4判
表紙共8頁
観音折
カラー
定価90円

HE320890

B6変型判
表紙共32頁
カラー
定価120円

KH015020

暮らしに安心を
国保がある生活

今、あなたはどのSTAGE ？
健診を活用して、生活習慣病を予防しましょう！

こどもの
上手な医療のかかり方

B6変型判
表紙共16頁
カラー
定価75円

KH015030

国保でいつも元気に！

KH051600

B7判
表紙共32頁
カラー
定価90円

KH015040

早引き
国保のしおり

保健指導を
受ける
あなたへ

【判定値つき】

令和6年度
特定健診のご案内

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

A4判／表紙共2頁
カラー
定価各35円

HE091650

HE091630

【判定値なし】
HE091640

受けて安心
特定健診

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE091620

10言語対応
（英、中：簡体字・繁体字、

韓、スペイン、
ポルトガル、タイ、

インドネシア、ベトナム）

安心な
子育ての
ために

A4判
表紙共8頁
観音折
カラー
定価90円

高齢者の
上手な医療のかかり方

KH051610

すこやかな
毎日を
送るために
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社会保険出版社株式
会社

社会保険出版社 検索
東京都千代田区神田猿楽町1-5-18　〒101-0064

大阪支局TEL.06（6245）0806／九州支局TEL.092（413）7407

弊社では、皆様の事業推進にお役立ていただくため、製品の定価を据え置いております。

■B6変型判／8頁カラー／
　リーフレット

501047

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

505081

健診結果が届いたら始めよう
あなたに合った健康づくり

特定健診を受けたなら
今日から見直し！ 生活習慣

■A4判／2頁カラー

506011

今なら守れる！ あなたの未来
健診結果を活かして健康に

■A4判／2頁カラー

505041

■A4判／2頁カラー

505031
未受診の皆さまへ
受けないのはもったいない！
いいことたくさん特定健診

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

505071
40～74歳の皆さまへ
行って安心！ 受けてイキイキ！
特定健診

さあ行こう！ 特定健診
毎年受けるからこそ健康状態が
ハッキリ見えてきます！！

本体  36円＋税 本体  22円＋税

本体  36円＋税 本体  36円＋税

本体  22円＋税

本体  22円＋税

特定健診の受診勧奨に

特定健診の情報提供に

特定健診の未受診者対策に

特定保健指導の利用勧奨・再勧奨に

最新刊のご案内最新刊のご案内最新刊のご案内最新刊のご案内 多部数の配布をご検討により見本をご
希望の際は、無償で送付いたします。見本進呈

茨城のこくほ　2024年3月号



 作り方 
① にらは3～ 4cmの長さに切り、にんじんは千切りにする。
　れんこんは、すっておく。
②小麦粉、卵、水、塩を混ぜてタネを作る。
　 ①の野菜を加えて混ぜ、ごま油をひいたフライパンに、 薄く
のばして、両面をこんがりと焼く。食べやすく切り分けて完成。
③チヂミのタレ作り
　 ねぎはみじん切りにする。しょうゆ、酢、いりごま、お好み
でみりんを加えて混ぜ合わせ、ねぎを入れる。
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にらチヂミ
小美玉市の特産品であるにらとれんこんを使った「にらチヂミ」をご
紹介します。

にら……………………… 50g
にんじん………………… 50g
れんこん……… 輪切り 1cm
小麦粉……………3/4 カップ

卵………………………… 1個
水…………………1/2 カップ
塩…………………ひとつまみ
ごま油………………大さじ 1

「古事記」や「万葉集」に記述があ

るほど歴史が古く、ベータカロテン、

ビタミンB、C、Eがバランスよく

含まれる優良野菜です。
 匂いのもとである「硫化アリル」

には疲労回復効果があるビタミンB

の吸収を高める効果があると言われ

ています。

　に　ら

小美玉市編

特 産 品 の
お いし い
レ シ ピ

 材料（4人分） 
今回の
特産品

★チヂミのタレ
しょうゆ……………大さじ 2
酢……………………大さじ 1
いりごま…………大さじ 1/2

みりん………………大さじ 1
ねぎ………………………5cm 




